
息
の
長
い
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

に
『
南
の
島
に
雪
が
降
る
』

（
加
東
大
介
著
ち
く
ま
文
庫

ほ
か
）
が
あ
り
ま
す
。
第
二

次
世
界
大
戦
末
期
、
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
で
の
兵
士
に
よ
る
劇

団
の
活
動
を
描
い
た
作
品
で

す
。
飢
え
と
マ
ラ
リ
ア
に
苦

し
む
戦
地
で
、
劇
中
に
降
る

紙
の
雪
を
見
た
兵
士
が
涙
す

る
話
が
記
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
実
際
の
雪
は
南
国
で
も

の
測
定
に
も
絶
好
の
条
件
に

な
り
ま
す
。
自
動
車
あ
る
い

は
工
場
か
ら
の
排
気
に
含
ま

れ
る
Ｃ
Ｏ
２

の
影
響
を
受
け

る
こ
と
な
く
自
然
界
の
濃
度

を
計
測
で
き
る
た
め
、
マ
ウ

ナ
ケ
ア
南
側
に
あ
る
マ
ウ
ナ

ロ
ア
山
に
は
ア
メ
リ
カ
海
洋

大
気
庁
の
観
測
所
が
設
置
さ

れ
大
気
の
成
分
を
計
測
し
て

い
ま
す
。
計
測
し
た
Ｃ
Ｏ
２

濃
度
は
、
世
界
の
濃
度
の
変

化
を
示
す
指
標
と
し
て
引
用

さ
れ
る
の
が
常
で
す
。

温
室
効
果
ガ
ス
と
呼
ば
れ

る
赤
外
線
の
一
部
を
吸
収
す

と
南
鳥
島
で
Ｃ
Ｏ
２

濃
度
を

計
測
し
て
お
り
、
２
０
２
５

年
３
月
発
表
の
値
は
そ
れ
ぞ

れ
４
２
７
・
９
ｐ
ｐ
ｍ
と
４

２
５
・
７
ｐ
ｐ
ｍ
で
し
た
。

南
極
の
氷
に
閉
じ
込
め
ら
れ

て
い
る
空
気
の
分
析
に
よ
り

産
業
革
命
前
の
Ｃ
Ｏ
２

濃
度

は
２
７
０
〜
２
８
０
ｐ
ｐ
ｍ

だ
っ
た
と
わ
か
っ
て
い
ま
す

の
で
、
大
き
く
上
昇
し
て
い

ま
す
。
Ｃ
Ｏ
２

だ
け
が
地
球

を
温
暖
化
さ
せ
て
い
る
わ
け

で
も
な
く
、
さ
ら
に
温
暖
化

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
も

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

る
性
質
を
持
つ
気
体
に
は
、

メ
タ
ン
（
天
然
ガ
ス
の
主
成

分
で
す
。
牛
の
ゲ
ッ
プ
も
そ

う
で
す
）、
フ
ロ
ン
類
（
冷

媒
で
利
用
さ
れ
て
い
ま
し

た
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、

最
大
の
ガ
ス
は
、
主
と
し
て

化
石
燃
料
の
燃
焼
に
伴
い
排

出
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ
２

で
す
。
石

炭
、
石
油
、
天
然
ガ
ス
が
依

然
と
し
て
世
界
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
供
給
の
８
割
を
占
め
て

い
て
、
そ
の
消
費
量
と
排
出

さ
れ
る
Ｃ
Ｏ
２

は
増
え
る
一

方
で
す
。

気
象
庁
も
大
船
渡（
綾
里
）

す
が
、
濃
度
を
計
測
し
デ
ー

タ
を
整
備
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
の
は
い
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
中
、
報
じ
ら
れ
た

の
は
ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ
ン
プ

政
権
が
設
置
し
た
政
府
効
率

化
省
に
よ
る
大
気
観
測
予
算

の
削
減
で
す
。
ト

ラ
ン
プ
氏
は
温
暖

化
は
発
生
し
て
い

な
い
、
中
国
の
詐

欺
だ
と
主
張
し
て

い
ま
す
の
で
Ｃ
Ｏ
２

濃
度
測

定
の
必
要
は
な
い
と
い
う
こ

と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
１

９
５
８
年
以
来
継
続
さ
れ
て

い
る
観
測
デ
ー
タ
が
途
切
れ

れ
ば
大
き
な
損
失
で
す
。
ア

メ
リ
カ
政
府
は
予
算
を
打
ち

切
る
の
で
し
ょ
う
か
。

▼
昆
明
・
モ
ン
ト
リ
オ
ー

ル
生
物
多
様
性
枠
組
み

２
０
２
２
年
12
月
に
生

物
多
様
性
条
約
第
15
回
締

約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
15
）

で
採
択
さ
れ
た
国
際
的

ル
ー
ル
。
２
０
３
０
年
ミ

ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
生
物
多

様
性
の
損
失
を
止
め
自
然

を
回
復
軌
道
に
乗
せ
る
た

め
の
緊
急
行
動
を
と
る
こ

と
が
決
め
ら
れ
た
。

目
標
に
す
る
23
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
の
１
つ
に
定
着
率

を
50
％
以
上
削
減
す
る
な

ど
の
侵
略
的
外
来
種
対
策

が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

▼
地
中
熱
利
用

地
表
か
ら
地
下
約
２
０

０
㍍
ま
で
の
深
さ
に
あ
る

地
中
の
熱
を
取
り
出
し
て

冷
暖
房
、
給
湯
、
融
雪
な

ど
に
利
用
す
る
こ
と
。
10

㍍
よ
り
深
い
場
所
の
地
中

温
度
は
ほ
ぼ
一
定
に
保
た

れ
て
い
て
、
夏
季
に
は
外

気
温
よ
り
も
冷
た
く
、
冬

季
は
暖
か
く
な
る
。
そ
の

温
度
差
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

地
下
に
埋
設
す
る
パ
イ
プ

な
ど
で
熱
交
換
す
る
。

方
法
は
、
不
凍
液
の
循

環
や
地
下
水
を
利
用
す
る

「
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
」、
埋
設

し
た
ダ
ク
ト
な
ど
に
外
気

を
通
す
「
空
気
循
環
」、

土
間
床
を
介
す
る
「
熱
伝

導
」、
路
面
の
融
雪
に
多

く
利
用
さ
れ
る「
水
循
環
」

や
「
ヒ
ー
ト
パ
イ
プ
」
と

い
う
５
分
類
が
あ
る
。

降
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
。
赤

道
直
下
の
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ

は
積
雪
し
て
い
て
、
ハ
ワ
イ

で
も
雪
が
降
り
ま
す
。

ハ
ワ
イ
島
の
マ
ウ
ナ
ケ
ア

山
は
４
０
０
０
㍍
を
超
え
る

高
山
で
、
夏
で
も
山
頂
の
気

温
は
５
℃
程
度
、
冬
に
は
降

雪
し
ま
す
。
山
頂

に
は
日
本
の
国
立

天
文
台
の
す
ば
る

や
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
な
ど

の
12
の
望
遠
鏡
が

置
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に

天
文
台
が
集
ま
る
理
由
は
、

ハ
ワ
イ
島
に
は
産
業
活
動
が

ほ
ぼ
な
く
、
自
動
車
の
通
行

も
少
な
く
、
空
気
が
澄
ん
で

い
る
か
ら
で
す
。

人
為
的
活
動
が
少
な
い
こ

と
は
二
酸
化
炭
素（
Ｃ
Ｏ
２

）

期間限定
環境市場新聞
バックナンバー
公開中

環
境
省
、
農
林
水
産
省
、
国
土
交
通

省
は
２
０
２
５
年
３
月
、「
外
来
種
被

害
防
止
行
動
計
画
第
２
版
」
を
公
表

し
た
。
２
０
１
５
年
に
策
定
し
た
前
の

計
画
を
、
国
際
会
議
で
採
択
さ
れ
た
昆

明
・
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
生
物
多
様
性
枠

組
み
（
左
欄
用
語
解
説
）
や
、
そ
れ
を

受
け
た
国
家
戦
略
な
ど
の
内
容
に
沿
っ

て
改
定
し
た
も
の
。
２
０
３
０
年
ま
で

に
生
物
多
様
性
の
損
失
を
止
め
自
然
を

回
復
軌
道
に
乗
せ
る
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
（
自
然
再
興
）
の
実
現
に
つ
な

げ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

全
体
目
標
に
掲
げ
た
の
は
、
新
た
な

外
来
種
の
定
着
予
防
、
既
存
の
種
の
拡

大
防
止
、
定
着
初
期
の
種
の
根
絶
。
こ

機
関
、
教
育
機
関
、
生
物
展
示
施
設
、

メ
デ
ィ
ア
）
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
ど

の
よ
う
に
と
っ
て
い
く
か
、
具
体
的
に

記
載
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
国
で
は
国
内
未
定
着
の
侵

略
的
外
来
種
に
対
す
る
水
際
対
策
、
国

民
で
は
飼
育
や
栽
培
を
し
て
い
る
外
来

種
の
徹
底
管
理
、
企
業
で
は
事
業
活
動

に
お
け
る
外
来
種
対
策
方
針
の
作
成
と

い
っ
た
も
の
。

種
ご
と
で
も
２
０
３
０
年
ま
で
の
管

理
目
標
を
設
定
し
、
ア
ラ
イ
グ
マ
の
分

れ
を
達
成
す
る
た
め
に
、
優
先
度
を
踏

ま
え
た
防
除
計
画
の
策
定
、
対
策
の
普

及
啓
発
や
人
材
育
成
、
情
報
共
有
な
ど

６
つ
の
行
動
を
設
定
し
た
。

そ
の
行
動
を
、
多
様
な
８
つ
の
主
体

（
国
、
自
治
体
、
国
民
、
企
業
、
研
究

多
様
な
主
体
で
外
来
種
対
策

布
拡
大
最

前
線
に
あ

る
自
治
体

の
う
ち
８

割
で
法
律
に
基
づ
く
防
除
を
実
施
す
る

と
い
っ
た
個
別
項
目
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
計
画
を
わ
か
り
や
す
く
ま
と

め
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
制
作
さ
れ
て
い

て
、
環
境
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
か

ら
入
手
で
き
る
。

生
物
多
様
性

保
全
の
大
切
さ

は
頭
で
は
わ
か

っ
て
い
る
。
だ

が
ビ
ル
が
立
ち

並
び
舗
装
で
土
の
見
え
な
い

東
京
で
暮
ら
し
て
い
る
と
正

直
な
と
こ
ろ
、
失
わ
れ
る
生

物
種
の
あ
り
が
た
み
が
実
感

で
き
て
い
な
か
っ
た
。

▼
趣
味
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
で
最

近
、
少
し
で
も
長
く
続
く
よ

う
に
と
ペ
ー
ス
を
落
と
す
こ

と
に
し
た
。
す
る
と
風
景
が

よ
く
見
え
る
。
長
年
住
ん
で

い
る
の
に
一
度
も
目
に
し
な

か
っ
た
種
類
の
鳥
が
姿
を
現

す
。
ス
ズ
メ
、
ハ
ト
、
カ
ラ

ス
だ
け
と
考
え
て
い
た
都
会

に
も
、
ム
ク
ド
リ
、
メ
ジ
ロ
、

シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
な
ど
心
を
和

ま
せ
て
く
れ
る
愛
ら
し
い
鳥

た
ち
が
暮
ら
し
て
い
た
。

▼
昔
か
ら
い
て
、
ゆ
っ
く
り

走
っ
た
た
め
存
在
に
気
づ
け

た
の
か
。
そ
れ
と
も
近
頃
生

息
域
を
広
げ
た
の
か
。
検
索

す
る
と
「
東
京
都
鳥
類
繁
殖

分
布
調
査
」
の
報
告
を
見
つ

け
た
。
目
視
な
ど
に
よ
る
確

認
個
体
数
は
１
９
９
０
年
代

と
２
０
１
０
年
代
の
比
較
で

は
ム
ク
ド
リ
が
１
９
８
１
羽

か
ら
３
１
２
５
羽
に
増
え
、

最
近
気
づ
い
た
前
述
の
種
は

ど
れ
も
倍
は
い
か
な
い
が
そ

れ
に
近
い
増
加
だ
。
公
園
緑

地
や
街
路
樹
の
成
長
が
要
因

と
推
察
さ
れ
て
い
て
、
逆
に

以
前
多
か
っ
た
ス
ズ
メ
や
ツ

バ
メ
は
減
少
し
て
い
た
。

▼
野
鳥
は
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
応

援
し
て
く
れ
る
。
多
様
さ
の

あ
り
が
た
み
を
こ
ん
な
と
こ

ろ
で
実
感
で
き
た
。
い
ろ
い

ろ
な
生
き
物
が
い
る
の
は
単

純
に
楽
し
い
。
生
物
多
様
性

が
大
切
な
の
は
「
楽
し
い
か

ら
」
で
も
あ
る
と
知
っ
た
。

2025年春季号 クロスワードパズルの答え

前
号
の
ク
ロ
ス

ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
答

え
は
、
左
の
通
り
で

す
。
水
色
の
二
重
囲

み
マ
ス
に
あ
る
４
つ

の
文
字
を
組
み
合
わ

せ
た
「
ヒ
ョ
ウ
ガ
（
氷

河
）」が
正
解
。今
回
も
、

８
面
に
楽
し
い
パ
ズ
ル

を
用
意
し
て
い
ま
す
の

で
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

無 料

企画 /編集：ダイアローグ　校正：ディクション

２
も
っ
と
知
る
電
力
リ
テ
ラ
シ
ー

核
融
合
発
電
「
地
上
の
太
陽
」で
電
気
を
つ
く
る

４
レ
ポ
ー
ト
環
境
教
育
の
現
場
か
ら
【
埼
玉
県
こ
ど
も
動
物
自
然
公
園
】

園
の
活
動
す
べ
て
が
環
境
教
育

５
中
小
企
業
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
【
甲
信
食
糧
株
式
会
社
】

ワ
ク
ワ
ク
す
る
挑
戦
で
環
境
・
社
会
に
貢
献

５E
C
O
-T
E
N
A
N
T

ユ
ー
ザ
ー
レ
ポ
ー
ト
【
総
合
西
天
満
ビ
ル
】

納
得
の
契
約
更
新
知
っ
て
実
感
し
た
メ
リ
ッ
ト
の
大
き
さ

連
載
記
事
ほ
か

■
日
本
テ
ク
ノ
サ
ー
ビ
ス
導
入
事
例
・
お
客
様
の
声

７

Ｍ
＆
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
／
電
気
の
見
え
る
化
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■
周
年
記
念
特
別
企
画
第
３
弾

３

Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
ｓ
ｔｒｅｅ
ｔ
特
集

答えは「ヒョウガ」
（氷河）でした。

多数のご応募ありがとうございました。

Ｃ
Ｏ
２
濃
度
は
ど
こ
で
測
っ
て
い
る

２０３０年 自然再興実現に向け
関連３省 行動計画改定 第２版公表

常葉大学名誉教授 山本隆三

識者コラム

最新
エネルギー市場
展望・課題

ご
み
減
量
の
目
標
値
を
見
直
し

０
２
２
年
度
比
約
９
％
を
削

減
し
、
産
業
廃
棄
物
で
は
同

約
１
％
増
加
に
抑
え
る
。
２

０
２
２
年
度
に
４
９
６
㌘
だ

っ
た
１
人
１
日
当
た
り
の
家

庭
系
ご
み
排
出
量
は
約
４
７

８
㌘
に
低
減
さ
せ
る
。

今
回
の
改
定
で
は
、
新
た

な
指
標
も
追
加
し
た
。「
１

人
１
日
当
た
り
ご
み
焼
却

量
」
で
、
こ
の
数
値
の
減
少

方
針
を
改
定
し
た
。
前
回
２

０
２
３
年
の
見
直
し
で
は
２

０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
に
向
け
た
脱
炭
素
化

と
い
っ
た
情
勢
を
踏
ま
え
た

変
更
が
な
さ
れ
た
が
、
今
回

は
先
の
第
５
次
循
環
計
画
に

合
わ
せ
て
具
体
的
な
目
標
値

を
決
め
て
い
る
。

２
０
３
０
年
度
目
標
の
排

出
量
は
、
一
般
廃
棄
物
で
２

環
境
省
は
２
０
２
５
年
２

月
、
昨
年
決
ま
っ
た
第
５
次

循
環
型
社
会
形
成
推
進
基
本

計
画
に
整
合
さ
せ
る
形
で
廃

棄
物
処
理
法
に
基
づ
く
基
本

に
は
、
ご
み
発
生
抑
制
に
加

え
、
焼
却
処
理
か
ら
循
環
利

用
に
転
換
す
る
取
り
組
み
の

進
展
が
表
さ
れ
る
。
実
績
値

の
６
７
９
㌘
か
ら
２
０
３
０

年
度
に
約
５
８
０
㌘
ま
で
下

げ
る
方
針
に
し
た
。

目
標
達
成
の
た
め
の
施
策

で
は
、
国
民
の
発
生
抑
制
に

向
け
た
行
動
、
事
業
者
に
お

け
る
製
品
や
容
器
が
捨
て
ら

れ
る
と
き
の
分
別
排
出
や
循

環
利
用
の
円
滑
化
、
自
治
体

の
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
、
政
府

に
よ
る
制
度
整
備
や
普
及
啓

発
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。

廃
棄
物
処
理
基
本
方
針
改
定

に
沿
っ
た
北
緯
７
〜
33
度
の

大
気
中
濃
度
の
平
均
で
前
年

か
ら
４
・
３
ｐ
ｐ
ｍ
増
え
た

４
２
７
・
２
ｐ
ｐ
ｍ
だ
っ
た
。

こ
の
増
加
量
も
過
去
２
番
目

に
多
い
値
に
な
っ
て
い
る
。

陸
上
・
洋
上
と
も
に
前
年

か
ら
の
増
加
量
が
大
き
く
な

っ
た
要
因
は
、
２
０
２
３
年

春
か
ら
翌
年
春
に
発
生
し
た

エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
の
影
響

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

ら
れ
て
い
る
。

も
う
１
つ
の
陸
上
地
点
、

岩
手
県
の
綾
里
は
、
前
年
か

ら
２
・
９
ｐ
ｐ
ｍ
増
加
し
た

２
５
・
７
ｐ
ｐ
ｍ
だ
っ
た
。

ち
な
み
に
こ
の
場
所
は
、
人

為
的
な
影
響
を
受
け
に
く
く

地
球
全
体
の
大
気
を
代
表
す

る
観
測
地
点
の
１
つ
に
数
え

前
年
か
ら
の
増
加
量
も
観
測

史
上
最
大
に
な
っ
た
。
２
０

２
４
年
の
年
平
均
大
気
中

Ｃ
Ｏ
２

濃
度
は
、
前
年
か
ら

３
・
９
ｐ
ｐ
ｍ
増
加
し
た
４

陸
上
の
数
値
は
観
測
を
始

め
て
か
ら
ず
っ
と
最
高
記
録

の
更
新
を
続
け
て
い
る
。
観

測
地
点
の
１
つ
日
本
の
最
東

端
に
位
置
す
る
南
鳥
島
は
、

４
２
７
・
９
ｐ
ｐ
ｍ
だ
っ
た
。

洋
上
は
海
洋
気
象
観
測
船

に
よ
る
北
西
太
平
洋
域
の

デ
ー
タ
。
東
経
１
３
７
度
線

廃棄物処理基本方針の示す目標

シ ン キ ュ ウ
オ 　 ョ 　 ガ
ヒ ロ ウ エ ン
ガ ス ト ウ
リ ト ロ ク

指標 ２０２２年度実績 ２０３０年度目標

一般廃棄物の排出量 ４０００万トン 約９％削減＊
（約３７００万トン）

１人１日当たりの家庭
系ごみ排出量 ４９６グラム 約４７８グラム

一般廃棄物の出口側
循環利用率 約２０％ 約２６％

１人１日当たりごみ焼
却量 ６７９グラム 約５８０グラム

一般廃棄物の最終
処分量 ３４０万トン 約５％削減＊

（約３２０万トン）

産業廃棄物の排出量 ３億７０００万トン 約１％増加＊に抑制
（３億７４００万トン）

産業廃棄物の出口側
循環利用率 約３７％ 約３７％

産業廃棄物の最終
処分量 ８７０万トン 約１０％削減＊

（約７８０万トン）

＊印の割合は２０２２年度比。

Ｃ
Ｏ
２
濃
度
増
加
止
ま
ら
ず

気
象
庁
２
０
２
４
年
観
測
デ
ー
タ
公
表

日
本
付
近
の
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
濃
度
を
継
続
的
に
観
測
し
て
い
る

気
象
庁
は
２
０
２
５
年
３
月
、
陸
上
２
地
点
と
洋
上
に
お
け
る
２
０
２
４
年
の
デ
ー
タ

を
公
表
し
た
。
濃
度
は
年
を
追
う
ご
と
に
増
加
し
続
け
て
お
り
、
今
回
も
す
べ
て
で
観

測
史
上
の
最
高
値
を
更
新
し
た
。

日本付近

２地点のＣＯ２濃度（上）／南鳥島の増加量（下） （ppm）
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綾里
南鳥島

※気象庁発表資料をもとに作成。

南鳥島の前年比増加量

か
ら
は
４
・
１
％
（
４
２
８

０
万
㌧
）
減
っ
て
い
る
。

Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
部
門
別

内
訳
は
、
工
場
な
ど
「
産
業

部
門
」
が
３
億
４
０
０
０
万

㌧
で
前
年
度
比
４
・
０
％（
１

４
０
０
万
㌧
）
減
、
自
動
車

な
ど
「
運
輸
部
門
」
が
１
億

９
０
０
０
万
㌧
で
同
０
・
７

％
（
１
４
０
万
㌧
）
減
、
商

業
や
オ
フ
ィ
ス
な
ど
「
業
務

そ
の
他
部
門
」
が
１
億
６
５

０
０
万
㌧
で
同
６
・
２
％（
１

０
９
０
万
㌧
）
減
、「
家
庭

部
門
」
が
１
億
４
７
０
０
万

ン
が
前
年
度
比
１
・
３
％
減
、

燃
料
の
燃
焼
や
漏
出
が
減
っ

た
一
酸
化
二
窒
素
が
同
１
・

８
％
減
。
代
替
フ
ロ
ン
等
４

ガ
ス
（
Ｈ
Ｆ
Ｃ
ｓ
、
Ｐ
Ｆ
Ｃ

ｓ
、
Ｓ
Ｆ
６

、
Ｎ
Ｆ
３

）
は
、

長
く
増
加
の
続
い
て
い
た
Ｈ

Ｆ
Ｃ
ｓ
（
ハ
イ
ド
ロ
フ
ル
オ

ロ
カ
ー
ボ
ン
類
）
が
２
年
連

続
で
減
少
し
た
こ
と
が
寄
与

し
、
合
計
で
同
３
・
９
％
減

に
な
っ
て
い
る
。

㌧
で
同
６
・
８
％
（
１
０
８

０
万
㌧
）
減
だ
っ
た
。
電
源

の
脱
炭
素
化
が
影
響
し
て
い

る
こ
と
に
加
え
、
削
減
比
率

が
最
も
大
き
か
っ
た
家
庭
部

門
で
は
冬
場
の
気
温
が
比
較

的
暖
か
か
っ
た
こ
と
か
ら
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
が
減
り
、
そ

れ
に
伴
い
排
出
量
も
少
な
く

な
っ
た
よ
う
だ
。

Ｃ
Ｏ
２

以
外
で
は
、
農
業

分
野
の
排
出
が
減
っ
た
メ
タ

全
体
の
３
割
以
上
に
な
っ
た

電
源
の
脱
炭
素
化
。
製
造
業

の
国
内
生
産
活
動
が
減
少
し

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が
減
っ

た
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
。

７
種
の
温
室
効
果
ガ
ス
の

う
ち
９
割
以
上
を
占
め
る

Ｃ
Ｏ
２

の
排
出
量
は
９
億
８

９
０
０
万
㌧
で
、
初
め
て
10

億
㌧
を
下
回
っ
た
。
前
年
度

の
見
込
み
に
沿
っ
た
数
字
に

な
っ
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
の

減
少
傾
向
を
継
続
で
き
れ
ば

実
質
ゼ
ロ
へ
の
到
達
は
可
能

だ
と
し
て
い
る
。

前
年
度
か
ら
も
４
・
２
％

（
４
４
９
０
万
㌧
）
減
少
し
、

過
去
最
低
を
更
新
し
た
。
主

な
要
因
は
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
原
子
力
の
合
計
が

ち
、
そ
の
効
果
を
も
た
ら
す

（
熱
を
吸
収
す
る
性
質
を
持

つ
）も
の
が
温
室
効
果
ガ
ス
。

温
室
効
果
ガ
ス
に
は
多
数

の
種
類
が
あ
り
、
そ
の
中
で

人
間
活
動
に
よ
っ
て
増
加
し

た
と
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ
２

、
メ
タ

ン（
Ｃ
Ｈ
４

）、
一
酸
化
二
窒

素
（
Ｎ
２

Ｏ
）、
代
替
フ
ロ

ン
等
４
ガ
ス
の
７
種
の
排
出

量
が
年
度
ご
と
に
温
暖
化
の

指
標
と
し
て
集
計
さ
れ
る
。

温
室
効
果
ガ
ス

地
球
表
面
か
ら
宇
宙
に
出

て
い
く
熱
の
一
部
を
大
気
が

吸
収
し
地
表
付
近
が
暖
ま
る

こ
と
を
温
室
効
果
と
い
う
。

大
気
に
含
ま
れ
る
成
分
の
う

環
境
省
は
２
０
２
５
年
４
月
、
２
０
２
３
年
度
の
日
本
の
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量

を
ま
と
め
公
表
し
た
。
排
出
量
は
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
換
算
（
以
下
同
）
で
10
億
７

１
０
０
万
㌧
だ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
植
林
や
都
市
緑
化
な
ど
の
吸
収
源
対
策
で
算
定
さ
れ
る

５
３
７
０
万
㌧
を
差
し
引
い
た
実
質
排
出
量
（
排
出
・
吸
収
量
）
は
10
億
１
７
０
０
万
㌧

に
な
る
。
基
準
に
す
る
２
０
１
３
年
度
排
出
量
の
13
億
９
５
０
０
万
㌧
と
比
べ
27
・
１
％

の
減
少
。
２
０
５
０
年
の
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
を
目
指
す
減
少
傾
向
を
維
持
し
て
い
る
。

２
０
２
３
年
度
温
室
効
果
ガ
ス
基
準
年
度
か
ら
27
・
１
％
減

2050
年
実
質
ゼ
ロ
へ
減
少
傾
向
を
維
持

※「実質排出量」は「排出量」から「吸収量」（森林などの吸収量）を差し引いた値。
環境省では「排出・吸収量」と表記している。環境省発表資料をもとに作成。

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 20212020 2022 2023

政
府
が
掲
げ
る
２
０
５
０

年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

ま
で
の
途
中
過
程
で
の
目
標

は
、
い
ず
れ
も
２
０
１
３
年

度
比
で
２
０
３
０
年
度
に
46

％
減
、
２
０
３
５
年
度
に
60

％
減
、
２
０
４
０
年
度
に
73

％
減
（
２
面
に
関
連
記
事
）。

環
境
省
で
は
、
今
回
の

27
・
１
％
減
の
削
減
幅
は
そ

排出量 1,395 1,344 1,305 1,287 1,272 1,225 1,190 1,125 1,147 1,116 1,071
吸収量 ── 69.0 65.7 64.2 63.7 62.2 58.2 56.0 56.6 53.8 53.7
実質排出量 ── 1,275 1,240 1,222 1,208 1,163 1,131 1,069 1,090 1,062 1,017
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27.1％減

温室効果ガス実質排出量の推移（単位：百万㌧CO2換算）

（年度）
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（ 1 ） 環 境 市 場 新 聞 ２０２５年 （令和７年） 夏季　第81号　【季刊】
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ThinkingThinkingThinking
Techno'sTechno'sTechno's
ThinkingThinkingThinking

２
０
４
０
年
度
再
エ
ネ
最
大
５
割
に

第
７
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
ほ
か

閣
議
決
定

河
川
の
外
来
植
物
対
策
の
手
引
き

人
の
活
動
に
よ
っ
て
本
来
の
分

布
域
外
に
広
が
る
外
来
生
物
。
そ

の
防
除
に
取
り
組
む
国
土
交
通
省

は
２
０
２
５
年
４
月
、
河
川
に
お

け
る
外
来
植
物
対
策
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
（
案
）
を
公
表
し
た
。
２
０
２

１
年
に
公
表
し
た
も
の
に
新
た
な

種
や
事
例
を
追
加
し
た
増
補
版
。

特
徴
や
見
分
け
方
、
防
除
の
方
法

や
時
期
な
ど
を
掲
載
し
て
い
る
。

河
川
に
侵
入
す
る
外
来
植
物
は

在
来
生
態
系
を
乱
す
だ
け
で
な
く

流
下
阻
害
に
よ
る
洪
水
、
水
質
悪

化
な
ど
の
悪
影
響
が
懸
念
さ
れ

る
。
こ
こ
で
は
対
策
を
優
先
す
べ

き
も
の
と
し
て
、
水
域
・
水
際
の

ボ
タ
ン
ウ
キ
ク
サ
や
ア
レ
チ
ウ
リ

な
ど
20
種
に
つ
い
て
個
別
の
解
説

を
加
え
た
。
河
川
管
理
者
の
実
作

業
や
市
民
と
協
働
し
て
防
除
を
行

う
と
き
に
活
用
で
き
る
内
容
に
な

っ
て
い
る
。

地
中
熱
利
用
の
設
備
４
・
９
％
増

地
下
に
あ
る
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

冷
暖
房
な
ど
に
有
効
活
用
す
る
地

中
熱
利
用（
１
面
用
語
解
説
参
照
）

の
普
及
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
る

環
境
省
は
２
０
２
５
年
３
月
、
２

０
２
３
年
度
ま
で
の
利
用
状
況
調

査
結
果
を
ま
と
め
公
表
し
た
。
設

備
の
設
置
件
数
は
全
国
合
計
で
９

１
８
８
件
を
数
え
、
２
０
２
１
年

度
の
前
回
調
査
よ
り
４
・
９
％（
４

２
７
件
）
増
加
し
た
。
調
査
は
２

０
１
０
年
度
か
ら
２
年
ご
と
に
実

施
し
て
い
る
。

利
用
方
法
別
で
最
も
多
か
っ
た

の
は
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
方
式
の
３
４

３
６
件
で
37
・
４
％
を
占
め
た
。

次
い
で
水
循
環
の
25
・
５
％
、
空

気
循
環
の
25
・
０
％
の
順
。
都
道

府
県
別
の
最
多
は
北
海
道
で
９
３

２
件
、
次
は
山
形
県
の
８
６
４
件

だ
っ
た
。
全
体
的
に
少
な
い
の
は

近
畿
、
四
国
、
九
州
地
方
だ
っ
た
。

循
環
経
済
の
拠
点
に
な
る
港
湾

広
域
的
な
資
源
循
環
を
促
進
さ

せ
る
物
流
シ
ス
テ
ム
の
拠
点
と
な

る
港
湾
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
国

土
交
通
省
は
、２
０
２
５
年
３
月
、

有
識
者
ら
が
検
討
し
ま
と
め
た
指

針
を
公
表
し
た
。
表
題
は
「
循
環

経
済
拠
点
港
湾
（
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー

エ
コ
ノ
ミ
ー
ポ
ー
ト
）
の
あ
り
方

に
つ
い
て
」。
今
後
こ
れ
を
踏
ま

え
て
適
応
す
る
港
湾
を
選
定
し
て

い
く
予
定
。

循
環
型
社
会
へ
の
移
行
が
進
む

と
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な
廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
や
金
属
ス
ク
ラ
ッ
プ
な
ど

の
有
用
物
は
広
域
的
に
分
別
収

集
・
再
資
源
化
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
種
類
や
量
が
増
大
す
る
。
そ

れ
ら
貨
物
の
取
り
扱
い
が
一
定
量

あ
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
関
連
施
設
も

立
地
す
る
な
ど
の
点
を
総
合
的
に

勘
案
し
て
、
拠
点
港
湾
を
選
定
す

べ
き
だ
と
示
し
て
い
る
。

〜
10
％
、地
熱
が
１
〜
２
％
、

バ
イ
オ
マ
ス
が
５
〜
６
％
と

し
た
。
再
エ
ネ
と
原
子
力
を

合
わ
せ
た
脱
炭
素
電
源
は
最

大
７
割
に
な
る
。

年
度
実
績
で
２
割
強
だ
っ
た

再
エ
ネ
の
導
入
を
最
大
限
進

め
主
力
電
源
に
す
る
。
内
訳

は
太
陽
光
が
23
〜
29
％
、
風

力
が
４
〜
８
％
、
水
力
が
８

示
し
た
２
０
４
０
年
度
の
電

源
構
成
は
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
（
再
エ
ネ
）
が
４
〜

５
割
、
原
子
力
が
２
割
、
火

力
が
３
〜
４
割
。
２
０
２
２

政
府
は
２
０
２
５
年
２

月
、
第
７
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基

本
計
画
と
地
球
温
暖
化
対
策

計
画
を
閣
議
決
定
し
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
で

現
状
約
７
割
の
火
力
は
安

定
供
給
に
必
要
な
量
を
確
保

し
つ
つ
非
効
率
な
石
炭
火
力

を
中
心
に
減
ら
し
て
い
く
。

な
お
今
回
の
基
本
計
画
に
対

す
る
社
会
の
関
心
は
高
く
寄

せ
ら
れ
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
は
４
万
件
を
超
え
た
。

地
球
温
暖
化
対
策
計
画
で

は
、
こ
れ
ま
で
掲
げ
て
い
た

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
目

標
で
あ
る
２
０
５
０
年
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
（
実
質

排
出
ゼ
ロ
）
と
２
０
３
０
年

度
の
２
０
１
３
年
度
比
46
％

減
の
２
つ
に
、
そ
の
中
間
年

度
の
数
値
を
加
え
た
。
２
０

３
５
年
度
の
同
60
％
減
と
２

０
４
０
年
度
の
同
73
％
減

だ
。
こ
れ
ら
の
目
標
は
、
国

連
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
事

務
局
に
日
本
の
約
束
数
値
と

し
て
提
出
さ
れ
た
。

２
つ
の
計
画
と
同
時
に

「
Ｇ
Ｘ
２
０
４
０
ビ
ジ
ョ
ン
」

も
閣
議
決
定
し
て
い
る
。
３

文
書
の
方
針
を
一
体
的
に
進

め
、エ
ネ
ル
ギ
ー
安
定
供
給
、

経
済
成
長
、
脱
炭
素
の
同
時

実
現
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

eco topicseco topics
環
境
省
は
２
０
２
５
年
２
月
、
名
古
屋
市
が
「
特

に
水
鳥
の
生
息
地
と
し
て
国
際
的
に
重
要
な
湿
地
に

関
す
る
条
約
（
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
）」
が
定
め
る
湿

地
自
治
体
に
認
証
さ
れ
た
と
発
表
し
た
。
同
年
１
月

に
開
か
れ
た
条
約
の
常
設
委
員
会
で
決
ま
っ
た
。
国

内
で
は
新
潟
市
、
出
水
市
に
続
い
て
３
例
目
。
こ
れ

ま
で
世
界
17
カ
国
43
都
市
が
認
証
さ
れ
て
い
る
。

条
約
は
、
湿
地
と
そ
こ
に
暮
ら
す
生
物
の
保
全
、

賢
明
な
利
用
（
ワ
イ
ズ
ユ
ー
ス
）
の
促
進
が
目
的
。

２
０
２
５
年
１
月
現
在
、
日
本
を
含
め
１
７
２
カ
国

が
加
入
し
、
締
約
国
は
定
め
ら
れ
た
基
準
に
見
合
う

自
国
内
の
湿
地
を
「
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
」
と
し

て
登
録
す
る
。
自
治
体
の
認
証
は
、
保
全
や
再
生
、

地
域
関
係
者
の
参
加
、
環
境
教
育
推
進
な
ど
に
関
す

る
国
際
基
準
を
満
た
す
も
の
に
与
え
ら
れ
、
少
な
く

と
も
１
つ
以
上
の
条
約
湿
地
の
あ
る
こ
と
が
条
件
。

名
古
屋
市
に
は
条
約
湿
地
の
藤
前
干
潟
が
あ
り
、

こ
こ
に
は
年
間
２
万
羽
以
上
の
水
鳥
が
渡
来
す
る
。

ご
み
の
埋
立
処
分
場
に
す
る
計
画
を
中
止
し
、
地
域

住
民
ら
が
協
力
し
て
保
全
を
進
め
た
経
緯
が
あ
る
。

気
象
庁
と
文
部
科
学
省
は
２
０

２
５
年
３
月
、
最
新
の
観
測
結
果

や
科
学
的
知
見
を
ま
と
め
た
「
日

本
の
気
候
変
動
２
０
２
５
」
を
公

表
し
た
。
温
暖
化
対
策
の
国
際
的

枠
組
み
「
パ
リ
協
定
」
で
は
産
業

革
命
以
前
か
ら
の
世
界
の
平
均
気

温
上
昇
を
２
℃
以
内
に
す
る
目
標

を
掲
げ
て
お
り
、こ
の
報
告
で
は
、

そ
れ
を
達
成
し
た
場
合
と
温
暖
化

が
進
む
未
達
成
の
場
合
（
４
℃
上

昇
シ
ナ
リ
オ
）
と
の
今
世
紀
末
に

お
け
る
比
較
が
な
さ
れ
て
い
る
。

20
世
紀
末
に
比
べ
、
達
成
し
た

場
合
の
日
本
の
年
平
均
気
温
は
約

１
・
４
℃
の
上
昇
だ
が
未
達
成
な

ら
約
４
・
５
℃
上
が
る
。
同
じ
く

達
成
／
未
達
成
を
比
較
す
る
と
、

１
時
間
50
㍉
㍍
以
上
の
激
し
い
大

雨
の
頻
度
は
約
１
・
８
倍
に
対
し

約
３
倍
、
日
本
近
海
の
平
均
海
面

水
温
の
上
昇
は
約
１
・
13
℃
に
対

し
約
３
・
45
℃
、
沿
岸
の
海
面
水

位
の
上
昇
は
約
40
㌢
㍍
に
対
し
約

68
㌢
㍍
に
な
る
。
そ
の
ほ
か
台
風

の
強
ま
り
、
海
氷
面
積
の
減
少
、

海
洋
酸
性
化
の
進
行
と
い
っ
た
状

況
も
分
析
し
て
い
る
。

ま
た
未
達
成
の
場
合
は
産
業
革

命
前
に
１
０
０
年
に
１
度
だ
っ
た

極
端
な
高
温
が
ほ
ぼ
毎
年
発
生
す

る
と
の
予
測
も
示
し
て
い
る
。

パリ協定未達4.5℃上昇を予測
と
い
う
電
力
事
業
で
あ
る
。
こ
れ

は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
経
営
の
３
つ
の

側
面
に
、
容
易
に
当
て
は
め
ら
れ

る
。「
環
境
」
の
分
野
で
は
、「
賢

く
つ
か
う
」
で
行
っ
て
い
る
省
エ

ネ
活
動
支
援
が
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
削
減
に
つ
な
が
る
。
デ
マ
ン

ド
レ
ス
ポ
ン
ス
の
推
奨
も
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
拡
大
を
後

押
し
す
る
だ
ろ
う
。

「
社
会
」
で
は
、「
つ
く
る
」
の

展
開
で
常
に
念
頭
に
置
い
て
い
る

安
定
供
給
へ
の
配
慮
が
相
当
す

る
。
安
心
し
て
電
気
を
使
え
る
社

会
基
盤
づ
く
り
は
目
標
⑦
に
あ
る

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
み
ん
な
に
」
や

⑫
の
「
つ
く
る
責
任
」
に
も
対
応

す
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
に
は
保
安
管

理
で
電
気
を
安
全
に
保
つ
「
ま
も

る
」
事
業
も
含
ま
れ
る
。

そ
れ
ら
の
活
動
を
受
け
入
れ
て

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発

目
標
）
が
国
連
で
採
択
さ
れ
た
の

は
２
０
１
５
年
。
今
年
で
ち
ょ
う

ど
10
年
に
な
る
。
そ
こ
に
は
２
０

３
０
年
ま
で
に
達
成
す
べ
き
17
の

目
標
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
期
限

ま
で
は
あ
と
５
年
だ
。

改
め
て
確
認
し
て
お
こ
う
。
①

貧
困
を
な
く
そ
う
②
飢
餓
を
ゼ
ロ

に
③
す
べ
て
の
人
に
健
康
と
福
祉

を
④
質
の
高
い
教
育
を
み
ん
な
に

⑤
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実
現
し
よ

う
⑥
安
全
な
水
と
ト
イ
レ
を
世
界

く
れ
る
お
客
様
が
、
企
業
運
営
に

必
要
な「
経
済
」を
支
え
る
。
ユ
ー

ザ
ー
の
省
エ
ネ
活
動
が
電
気
料
金

の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
と
い
う
成
果
を

導
く
こ
と
も
「
経
済
」
分
野
に
入

る
だ
ろ
う
。

ま
た
社
内
で
も
人
事
制
度
の
見

直
し
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
、
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
防
止
対
策
な
ど
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
最
中
だ
。
目

標
に
当
て
は
め
れ
ば
③
、
⑤
、
⑧
、

⑩
な
ど
に
該
当
す
る
。

　
　
　
　

　
　
　
　

現
在
の
揺
れ
動
く
世
界
情
勢
を

考
え
る
と
２
０
３
０
年
ま
で
に
全

目
標
を
達
成
す
る
の
は
困
難
に
思

え
る
。
そ
れ
で
も
当
社
は
足
取
り

を
緩
め
る
つ
も
り
は
な
い
。
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
経
営
を
貫
き
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

が
示
す
未
来
に
少
し
で
も
近
づ
く

よ
う
歩
み
続
け
る
考
え
だ
。

ＳＤＧｓ採択から１０年
サステナブル経営で貢献

球
環
境
の
保
全
、
社
会
的
な
公
正

さ
、
経
済
的
な
繁
栄
を
同
時
に
追

求
す
る
。
環
境
、
社
会
、
経
済
の

３
側
面
で
持
続
可
能
な
状
態
を
実

現
し
、
長
期
的
成
長
を
図
る
経
営

手
法
で
あ
る
。
利
益
の
追
求
だ
け

で
な
く
、
自
社
を
取
り
巻
く
世
界

や
未
来
の
様
相
ま
で
配
慮
し
た
事

業
活
動
に
よ
り
、
優
れ
た
企
業
価

値
の
創
生
を
志
し
て
い
る
。

こ
れ
は
人
々
の
豊
か
な
暮
ら
し

や
住
み
や
す
い
地
球
環
境
を
目
指

す
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
か
な
っ
た
取
り
組

み
と
考
え
る
。
あ
え
て
目
標
に
符

合
さ
せ
る
と
「
環
境
」
は
⑦
、⑪
、

⑬
〜
⑮
、「
社
会
」
は
①
〜
⑥
、

⑩
、
⑫
、
⑯
、
⑰
、「
経
済
」
は
⑧
、

⑨
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
　
　
　

　
　
　
　

フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
電
気
を
「
つ

く
る
」「
ま
も
る
」「
賢
く
つ
か
う
」
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中
に
⑦
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
み
ん
な
に

そ
し
て
ク
リ
ー
ン
に
⑧
働
き
が
い

も
経
済
成
長
も
⑨
産
業
と
技
術
革

新
の
基
盤
を
つ
く
ろ
う
⑩
人
や
国

の
不
平
等
を
な
く
そ
う
⑪
住
み
続

け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
⑫
つ
く

る
責
任
つ
か
う
責
任
⑬
気
候
変

動
に
具
体
的
な
対
策
を
⑭
海
の
豊

か
さ
を
守
ろ
う
⑮
陸
の
豊
か
さ
も

守
ろ
う
⑯
平
和
と
公
正
を
す
べ
て

の
人
に
⑰
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で

目
標
を
達
成
し
よ
う
│
│
。

世
界
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
の
解
決
に
向
け
各
国
が
協
力
し

て
取
り
組
む
こ
と
を
決
め
た
も

の
。
も
ち
ろ
ん
企
業
と
し
て
も
目

標
達
成
に
協
力
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　

　
　
　
　

貢
献
の
た
め
の
手
段
の
１
つ
と

し
て
日
本
テ
ク
ノ
が
進
め
て
い
る

の
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
経
営
だ
。
地

名
古
屋
市
、ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
自
治
体
に
新
潟
市
、出
水
市
に
続
く
３
例
目

２０４０年度の電源構成

日本の排出量削減目標

の
63
条
（
３
項
）
の
内
容
も
含
ま

れ
る
。
一
時
使
用
、
立
ち
入
り
、

通
行
、
植
物
の
伐
採
な
ど
で
損
失

が
起
き
た
と
き
の
補
償
を
義
務
づ

け
る
。
補
償
の
協
議
が
調
わ
な
い

場
合
は
都
道
府
県
知
事
の
裁
定
を

受
け
ら
れ
る
と
定
め
て
い
る
。

64
条
も
１
項
の
「
原
状
回
復
の

義
務
」。
土
地
の
一
時
使
用
を
終

え
た
ら
原
状
回
復
（
ま
た
は
損
失

補
償
）し
返
還
す
る
よ
う
定
め
る
。

65
条
は
５
項
で
構
成
さ
れ
る

「
公
共
用
の
土
地
の
使
用
」。
道

路
、
橋
、
河
川
な
ど
公
共
用
の
土

地
に
電
線
路
を
設
置
す
る
と
き
の

規
定
。
管
理
者
へ
の
使
用
料
支
払

い
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。

４
章
の
最
後
の
条
文
は
66
条
の

「
準
用
」。
植
物
の
伐
採
・
移
植
を

規
定
す
る
61
条
３
項
と
損
失
補
償

の
62
・
63
条
を
、
小
売
電
気
事
業

者
と
ア
グ
リ
ゲ
ー
タ
ー
お
よ
び
自

家
用
電
気
工
作
物
の
設
置
者
に
適

用
す
る
も
の
。
前
条
ま
で
除
外
し

て
き
た
３
者
に
も
、
火
災
な
ど
の

恐
れ
が
あ
る
場
合
は
、
電
線
路
に

か
か
る
植
物
の
伐
採
な
ど
を
認

め
、損
失
補
償
の
条
件
を
つ
け
た
。

分
証
明
書
携
帯
を
義
務
づ
け
る
。

61
条
は
４
項
か
ら
な
る
「
植
物

の
伐
採
又
は
移
植
」。
植
物
が
電

線
路
に
障
害
を
及
ぼ
す
場
合
な
ど

に
経
産
相
の
許
可
を
受
け
、
伐
採

や
移
植
が
で
き
る
と
す
る
条
文
。

火
災
発
生
が
危
惧
さ
れ
る
と
き
な

ど
は
事
後
の
届
出
も
認
め
る
。

次
の
62
条
は
１
項
の
み
で
「
損

失
補
償
」。
こ
の
見
出
し
は
、
次

こ
と
が
で
き
る
。
前
条
で
規
定
さ

れ
て
い
る
電
気
事
業
者
や
経
産
相

か
ら
の
土
地
所
有
者
に
対
す
る
通

知
、
住
居
の
場
合
は
居
住
者
の
承

諾
を
受
け
る
旨
な
ど
を
こ
の
条
で

も
準
用
し
て
い
る
。

60
条
も
３
項
の
「
通
行
」。
電

線
路
工
事
な
ど
で
必
要
な
と
き
他

人
の
土
地
の
通
行
を
許
可
す
る
。

そ
の
際
、
所
有
者
へ
の
通
知
や
身

４
章
の
見
出
し
は
「
土
地
等
の

使
用
」。
58
条
か
ら
66
条
ま
で
の

９
つ
の
条
文
か
ら
な
る
。
こ
れ
ま

で
見
て
き
た
２
章
や
３
章
の
よ
う

に
節
や
款か

ん

な
ど
区
分
け
し
た
構
成

は
な
い
。
一
般
に
「
公
益
事
業
特

権
」
と
い
わ
れ
る
土
地
な
ど
の
使

用
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
。
な
お

こ
の
章
で
は
「
電
気
事
業
者
」
を
、

小
売
電
気
事
業
者
と
特
定
卸
供
給

事
業
者
（
ア
グ
リ
ゲ
ー
タ
ー
）
を

除
い
た
も
の
と
し
て
定
義
す
る
。

そ
れ
ら
は
通
常
、
電
線
路
な
ど
の

設
備
を
自
ら
維
持
・
運
営
し
て
い

な
い
と
想
定
さ
れ
る
た
め
だ
。

最
初
の
58
条
は
７
項
か
ら
な
る

「
一
時
使
用
」。
前
述
の
２
者
を
除

く
電
気
事
業
者
に
対
し
、
工
事
用

資
材
置
き
場
や
緊
急
時
の
電
線
路

設
置
な
ど
で
他
人
の
土
地
の
一
時

使
用
を
認
め
る
。
そ
の
条
件
と
し

て
原
則
、
経
済
産
業
大
臣
の
許
可

取
得
、
土
地
所
有
者
へ
事
前
通
知

な
ど
を
行
う
よ
う
定
め
て
い
る
。

期
間
は
６
カ
月
（
非
常
時
の
仮
電

線
路
お
よ
び
測
標
の
設
置
は
１

年
）
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
と
も

規
定
す
る
。

59
条
は
３
つ
の
項
で
記
さ
れ
る

「
立
入
り
」。
測
量
や
実
地
調
査
で

必
要
な
と
き
に
は
経
産
相
の
許
可

を
受
け
他
人
の
土
地
に
立
ち
入
る

他
人
の
土
地
の
一
時
使
用
な
ど
を
認
め
る
規
定

概観

電 事電 事事気事事業業業法

　電気事業法（電事法）の概要を紹介する連載の第
１１回。今回は４章を見ていく。電気供給という公益
性の高い事業を円滑に進めるため、電線路の設置
工事などに関して他人の土地の使用特権を規定し
た章。土地収用法という別の法律もあるが、電事法
の規定はそれとは無関係に認められるものだ。
　記事作成においては、政府のサイト「e-Gov法令
検索」を利用して、電気事業法（2025年6月6日施
行）の条文を参照した。

第
11
回

４
章

土
地
等
の
使
用

電事法の構成／４章の主な内容

電気事業法
章 １ ２ ２の２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

見
出
し

総
則

電
気
事
業

電
気
使
用
者
情
報
の

利
用
及
び
提
供

電
気
工
作
物

土
地
等
の
使
用

電
力
・
ガ
ス
取
引

監
視
等
委
員
会

登
録
適
合
性
確
認
機
関
、
登
録

安
全
管
理
審
査
機
関
、
指
定
試

験
機
関
及
び
登
録
調
査
機
関

卸
電
力
取
引
所

雑
則

罰
則

前回までの解説分

使
用
特
権
の
条
件
な
ど
を
定
め
る

※ いずれも政府発表資料をもとに作成。

ま
ず
押
さ
え
て
お
き
た
い

の
は
、
核
融
合
発
電
は
現
在

実
用
化
さ
れ
て
い
る
原
子
力

発
電
と
は
異
な
る
と
い
う

点
。
い
わ
ゆ
る
原
発
は
、
原

子
核
を
分
裂
さ
せ
る
技
術
で

あ
る
の
に
対
し
、
核
融
合
は

逆
で
、
そ
れ
を
融
合
さ
せ
た

と
き
放
出
さ
れ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
利
用
す
る
も
の
だ
。

両
者
の
混
同
を
避
け
る
た

め
、
政
府
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
戦
略
で
は
核
融
合
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
表
記
し
て
い
る
。

原
発
で
は
ウ
ラ
ン
な
ど
の

大
き
な
原
子
核
を
分
裂
さ
せ

る
が
、
核
融
合
は
小
さ
い
も

の
同
士
を
合
体
さ
せ
る
。
そ

こ
で
生
ま
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
太
陽
や
星
を
輝
か
せ
て
い

る
の
と
同
種
の
も
の
だ
。
そ

の
た
め
核
融
合
炉
は
「
地
上

の
太
陽
」と
呼
ば
れ
て
い
る
。

通
常
、
燃
料
に
利
用
す
る

の
と
き
減
少
す
る
わ
ず
か
な

質
量
が
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
変
わ
る
。
電
気
を
つ
く
る

に
は
、
そ
れ
を
熱
利
用
し
て

水
を
沸
騰
さ
せ
、
蒸
気
で
発

電
機
の
タ
ー
ビ
ン
を
回
す
。

核
融
合
反
応
は
２
つ
の
原

子
核
を
衝
突
さ
せ
る
も
の
。

融
合
に
必
要
な
速
度
は
毎
秒

１
０
０
０
㌔
㍍
以
上
で
、
こ

の
ス
ピ
ー
ド
を
得
る
た
め
に

は
Ｄ
と
Ｔ
を
１
億
℃
以
上
に

加
熱
す
る
プ
ラ
ズ
マ
状
態
が

欠
か
せ
な
い
。
し
か
し
プ
ラ

ズ
マ
は
不
安
定
で
長
時
間
維

持
す
る
の
が
難
し
い
。
そ
の

技
術
も
含
め
実
用
化
に
は
未

解
決
の
課
題
が
多
く
残
さ
れ

て
お
り
、
世
界
中
で
研
究
開

発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

の
は
、
重
水
素
（
Ｄ
）
と
三

重
水
素
（
Ｔ
）。
こ
れ
ら
は

海
水
か
ら
調
達
で
き
る
た
め

資
源
リ
ス
ク
は
少
な
く
、
融

合
の
過
程
で
二
酸
化
炭
素

（
Ｃ
Ｏ
２

）
の
排
出
も
な
い
。

少
量
の
放
射
能
が
発
生
す
る

も
の
の
短
時
間
で
減
衰
し
、

稼
働
を
止
め
れ
ば
反
応
は
停

止
す
る
か
ら
核
反
応
の
暴
走

は
起
こ
り
に
く
い
。
さ
ら
に

理
論
上
は
燃
料
１
㌘
で
タ
ン

ク
ロ
ー
リ
ー
１
台
分
に
相
当

す
る
石
油
８
㌧
分
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
得
ら
れ
る
。
ち
な
み

に
原
発
は
ウ
ラ
ン
１
㌘
で
石

油
１
・
８
㌧
分
だ
。

Ｄ
と
Ｔ
を
融
合
さ
せ
る

と
、
ヘ
リ
ウ
ム
（
Ｈ
ｅ
）
と

中
性
子
（
ｎ
）
に
な
る
。
こ

「
地
上
の
太
陽
」で
電
気
を
つ
く
る

もっと知る
電力リテラシー

核融合発電 今回学ぶ
▶コトバ◀

条 見出し／主な内容

58 一時使用
他人の土地などを一時使用する条件など

59 立入り
他人の土地に立ち入る条件など

60 通行
他人の土地を通行できる条件など

６1 植物の伐採又は移植
植物の伐採・移植に関する条件など

62 損失補償
土地などに損失が起きた場合の規定63

64 原状回復の義務
一時使用後、原状回復する義務規定

65 公共用の土地の使用
道路、橋、河川など公共の土地使用の規定

66 準用
小売電気事業者などに準用される規定

２０２２年度
（実績）

２０４０年度
（見通し）

電力需要 ０．９兆ｋＷｈ ０．９～１．１兆ｋＷｈ
発電電力量 １．０兆ｋＷｈ １．１～１．２兆ｋＷｈ
再エネ ２１．８％ ４～５割
太陽光 ９．２％ ２３～２９％
風力 ０．９％ ４～８％
水力 ７．７％ ８～１０％
地熱 ０．３％ １～２％

バイオマス ３．７％ ５～６％
原子力 ５．６％ ２割
火力 ７２．６％ ３～４割
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2013年度 20 22 30 40 5035

（億トン）

２０３０年度目標
４６％減

２０３５年度目標
６０％減

２０４０年度目標
７３％減

実
質
ゼ
ロ
へ

※目標は２０１３年度比

排出量実績

※見通しはすべて「程度」として示された数値

核融合発電の仕組み

重
水
素（
Ｄ
）

三
重
水
素（
Ｔ
）

ヘリウム（He）

中性子（ｎ）

核融合

熱として利用し
水を沸騰させる

蒸気でタービン
を回して発電

１億℃以上の
プラズマ状態

大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
発
生

電子
中性子
陽子H：水素

D：重水素 Ｔ：三重水素

水素の仲間（同位元素）
※
上
図
は

  

の
原
子
核
の
部
分
を
表
示
。

（ 2 ）環 境 市 場 新 聞 ２０２５年 （令和７年） 夏季　第 81号　【季刊】

https://econews.jp/article/column/thinking/
https://econews.jp/article/special/commentary/
https://www.n-techno.co.jp/30th/


　日本テクノではお客様とお客様をつなぐ「GIFTシリーズ」を展開している。その 1つGIFT street は
同社発行のポイントを、サイトに掲載している商品（ギフト）に交換できる総合ネットショッピングモールの
サービス。掲載されているギフトは、すべて日本テクノの顧客が生産・販売するおすすめの品だ。今回の
特集では全国各地のご当地グルメからえりすぐりの逸品を、提供企業から寄せられた商品概要やコメントな
どで紹介していく。

GIFT street 特集

周年記念
特別企画
第３弾

※GIFT street でポイントの発行対象となるのは、日本テクノと契約関係にある企業のみ。詳細は営業担当まで。

GIFT street は大切なお客様をつなぐ
ショッピングモールです

●比内地鶏と香り舞茸の出汁釜飯
秋田県を代表するブランド米「あきた
こまち」と、日本三大地鶏に数えられ
ている「比内地鶏」の濃厚な出汁ス
ープ、そして秋田県産の「乾燥舞茸」
の味・香り・食感がお楽しみいただけ
ます。舞茸は、乾燥させることで味と
香り、コクが出て歯触りが良くなりま
す。こちらは米から炊き上げ、調理

しております。ふっくらしたご飯の食感と、比内地鶏と舞茸
が入った本格的な釜飯を香りと一緒にお楽しみください。

●比内地鶏スープ仕立てホタテの釜飯
深いコクのある比内地鶏スープをベ
ースに、青森県産のホタテを入れて
います。米は、ブランド米「あきた
こまち」です。ホタテから出る出汁
と地鶏のうまみが絡み合い、最後に
付属の香り高いあおさのりをかけて
いただくことで、釜飯に一層のおい
しさが加わります。

容器にお米と出汁スー
プ、具材が入っていま
す。お米と出汁スー
プを入れて、電子レン
ジ（500W）で５分間
加熱、３分間蒸らすだ
けで、ふっくらとした
釜飯が完成します。地
鶏のうまみに舞茸やホ
タテといった異なるう
まみが合わさる複雑な
味が、お手軽に楽しめ
る一品です。

合同会社 三吉フーズ　様

●なめがた市産 EMそだち「紅はるか」
芋焼酎「了

さとる

」25度 720ml
「紅はるか」は行方市の特産品であるさつまい
もの中でもっとも作付けの多い品種で、人気
の秘密は上品な甘さとしっとりとした食感にあ
ります。芋焼酎「了」は、茨城県北浦みつば
連合出荷組合が有機農業資材・EMを活用し、
おいしく育てた紅はるかを100%使用した本
格芋焼酎です。上品な香りと深い味わいをお
楽しみください。

行方市は茨城県の南東に位置し、霞ヶ浦と
北浦の二つの湖に囲まれた比較的温暖な地
域で、年間60品目以上の農作物が生産さ
れています。その中でも多く生産されてい
るのがさつまいもです。こちら「了」は一
般的な芋焼酎に比べ芋の香りが穏やかなた
め、飲みやすいとの評価を得ています。

株式会社 松本　様

●全国初の快挙！日本三大品評会農林水産大
臣賞受賞 三冠茶園 深蒸し掛川茶 200g 6 袋
日本三大品評会（全国
茶品評会、関東ブロック
茶の共進会、静岡県茶
品評会）で農林水産大
臣賞を受賞し、三冠を
達成した茶園の深蒸し掛川茶です。世界農業遺
産である静岡の茶草場農法で栽培され、環境にも
配慮された茶葉は高い品質を誇ります。お茶のお
いしさを決めるのは土。茶草場農法とは、茶園
周辺のススキやササなどを茶畑の根元に敷く伝統
的な農法です。手間と時間が掛かる大変な作業
ですが、土壌の水はけが良くなり、なおかつ保水
性にも優れた農法です。そうして手間暇かけて育
てたお茶の香りと甘みをぜひ味わってください。

GIFT street へ掲載したこと
によって、全国の皆様にご利
用いただけ、静岡・深蒸し掛
川茶の認知度が日々高まって
いると感じております。産地
直送でお届けするお茶を、オ
フィスやお客様用としてご活
用いただければ幸いです。

株式会社 美笠園
代表取締役 芝田悟 様

株式会社 美笠園　様

●トウダイの肉ラーメン
時短調理、誰でも手軽に本
場徳島の味を堪能できる冷凍
ラーメンです。スープ・麺・
具材（豚バラ肉）のセットを
鍋に入れて火にかけるだけ、
水の計量も不要です。濃厚
な豚骨醤油スープがよく絡む
中華麺と甘辛い豚バラ肉は白飯との相性も抜群 ! お好み
でメンマ、もやし、生卵などのトッピングをご準備いた
だくとより一層当商品をお楽しみいただけます。長年培
ったノウハウにより生み出された、誰でも調理ができる
手軽さと納得の味を兼ね備えたこちらの商品、ぜひご賞
味ください。

徳島のご当地ラーメン「徳
島ラーメン」は、豚骨ベ
ースのスープに甘辛く煮
込んだ豚バラ肉と生卵を
トッピングするのが主流で
す。株式会社 東大はラー
メン界の頂点を目指すた
めに屋号を「東大」とし
て設立。地元徳島のグル
メランキング常連であり、
2025年 5月現在で全国
に11 店舗を展開してい
ます。

株式会社 東大　様

●金沢カレー・レトルトパウチセット
金沢の味を、ご自宅で手軽に ! 濃
厚でくせになる味わいの金沢カレ
ーがレトルトになりました。お店
で食べるような本格的な味わい
を忠実に再現しています。温め
るだけの簡単調理で忙しい日常
のタイムパフォーマンスを良化 ! 
ランチや夕食にすぐ準備できます。金沢名物のＢ級グルメを、ご
自身へのご褒美に、また大切な方へのお土産やギフトとしてご活
用いただければ幸いです。ご当地ならではの深いコクと満足感を、
お楽しみいただけます。（画像はイメージです）

GIFT street へ出品する
ことで金沢カレーの認知が
広がりました。B級グルメ
として地元での販売は一
定数ございましたが、全国
展開が難しく感じていたな
かでこちらのサイトに出品
することで、さまざまな地
域からご依頼いただき発送
しています。今後もよりよ
い商品をつくり続けること
で、日本全国のお客様へ
商品を提供できるよう努め
て参ります。

株式会社 クオリティランチ
営業部長　松田洋輔　様

株式会社 クオリティランチ　様

●京漬物詰合せ
「美味しい野菜からしか、美味
しいつけものは作れない」を
モットーとしており、半世紀以
上にわたって自家農園産の京野
菜らを使用した漬物作りに取り
組んでいます。野菜本来の味
を生かした上品な味わいの京
漬物です。GIFT street では全 12品のセットをご用意。
皆様の食卓にお届けします。

長いこと都であった京都は各地からいろいろな人や作
物が集まる交流の場でもありました。その京の地で
生まれ、人々の暮らしと共にあったのが京野菜です。
GIFT street では「味すぐき」「嵯峨しば漬」など豊
富な種類を詰め合わせた、ごはんのお供やお茶うけに
ぴったりのセットを出品しています。

株式会社 もり　様

GIFT street を有効に活用させてい
ただいております。ポイントを活用す
るスタイルで、お手軽なことから通販
事業の販路拡大につながりました。今
後も新鮮なお肉を使用し、博多の食
の魅力を全国にお届けできれば幸いで
す。

株式会社 上田商店
通販事業部　安廣 様

●上田商店博多もつ鍋セット
3人前（醤油味）

上田商店は肉製品
の卸加工を行って
おり、その肉のプ
ロが厳選した新鮮
なもつを使用して
います。スープは博多の老舗醸造醤油を
ベースとし、さらにカツオ・昆布をブレン
ドしています。香り高く飽きのこない味
が特長です。野菜ともつとスープが絡み
合うことで生まれる博多もつ鍋ならでは
の味のハーモニーを最大限に活かした一
品です。（画像はイメージです）

●上田商店博多水炊きセット
水炊きは 100 年
の歴史をもつ博多
の郷土料理です。
こちらは佐賀のブ
ランド鶏「ありた
鶏」を使用。鶏の旨味がぎゅっと凝縮さ
れたコラーゲン入りの味わい深いスープ
と、くさみのないプリプリのありた鶏をぜ
ひ一度ご賞味ください。（画像はイメー
ジです）

株式会社 上田商店　様

●長沼ロースジンギスカン1.5ｋｇ（500ｇ×3）
羊肉から3～ 4kgしかとれない貴重な
ロース部分のみを厳選。1952 年の創
業以来 70 年以上受け継がれている秘
伝のタレで味付けしました。ジューシー
で肉厚に仕上げており、噛むほどに旨
みが感じられます。旬野菜と一緒に食
べれば食感のアクセントになります。ま
た、カボチャやタマネギ、ナスやモヤシといった野菜と合わせるこ
とで野菜にタレが染み込み、より深い味わいがご堪能できます。唐
揚げから野菜炒め、焼うどんやチャーハンといったアレンジもお楽
しみいただけます。（鍋の画像はイメージです）

●長沼ジンギスカン食べ比べセット
（ロース500ｇ・マトン500ｇ・ラム 500ｇ）

いずれも秘伝のタレに漬け込んでいま
す。歴史深い老舗の味を染み込ませた
羊肉はお好みの野菜と合わせるとより
まろやかで風味豊かな味わいが楽しめ
ます。ロースは脂身に甘味が感じられ、
赤身部分が非常に柔らかく、老若男女
問わず好まれる食感がポイント。マトン
はほどよい弾力でコクが深く、羊肉らしさを楽しみたい方にぜひお
召し上がりいただきたい一品です。一方、ラムはにおいやクセがほ
とんどなくさっぱりとした味で、初めての方でも食べやすいです。
高たんぱくで低カロリーな羊肉。3種のおいしさを食べ比べできる
贅沢なセットです。

北海道のソウルフード・ジンギスカン。羊肉の脂肪は、
他の肉類に比べて融点が高い（44～ 55℃）ため、
体温で溶けにくく、体内に吸収されにくいとされていま
す。さらに、体内のコレステロールを下げる飽和脂肪
酸も豊富に含んでいます。なお、GIFT street ではジ
ンギスカン以外のラインナップもご用意しています。

有限会社 かわみなみ　様

（ 3 ） 環 境 市 場 新 聞 ２０２５年 （令和７年） 夏季　第81号　【季刊】

https://www.gift-street.com/
https://www.gift-street.com/
https://gift-map.jp/
https://www.gift-street.com/special-contents/wappy/index.html


い
う
。
２
０
１
５
年
に
正
式

に
定
義
さ
れ
、
２
０
２
１
年

の
第
６
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本

計
画
に
は
、
新
築
建
物
す
べ

て
に
Ｚ
Ｅ
Ｂ
基
準
の
省
エ
ネ

性
能
を
持
た
せ
る
と
い
う
２

０
３
０
年
目
標
が
示
さ
れ
、

さ
ら
に
２
０
５
０
年
に
は
そ

の
範
囲
を
、
既
存
を
含
む
す

国
内
外
で
建
設
業
を
中
心

に
幅
広
い
事
業
を
展
開
す
る

大
成
建
設
株
式
会
社
。２
０

１
３
年
に
グ
ル
ー
プ
の
環
境

目
標「
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｇ
ｒ

ｅ
ｅ
ｎ
Ｔ
ａ
ｒ
ｇ
ｅ
ｔ
２
０

５
０
」を
策
定
。２
０
２
２
年

か
ら
は
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

総
本
部
を
立
ち
上
げ
リ
ー
デ

ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
と
し
て

業
界
を
け
ん
引
し
て
き
た
。

「
脱
炭
素
社
会
」「
循
環
型

社
会
」「
自
然
共
生
社
会
」

の
実
現
と
「
森
林
資
源
・
森

林
環
境
」「
水
資
源
・
水
環
境
」

べ
て
の
建
築
物
に
広
げ
る
目

標
が
掲
げ
ら
れ
た
。

Ｚ
Ｅ
Ｂ
実
現
の
た
め
の
主

な
省
エ
ネ
の
内
容
は
①
窓
ガ

ラ
ス
や
壁
、
屋
根
の
高
断
熱

化
②
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
や
人

感
・
照
度
セ
ン
サ
ー
に
よ
る

出
力
制
御
③
空
調
の
高
効
率

化
│
│
な
ど
。
創
エ
ネ
は
太

陽
光
に
よ
る
発
電
な
ど
。
こ

れ
を
自
社
ビ
ル
な
ど
に
採
用

す
れ
ば
企
業
に
と
っ
て
環
境

配
慮
の
姿
勢
を
Ｐ
Ｒ
で
き
る

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

Ｚ
Ｅ
Ｂ
の
設
計
に
は
建

築
・
設
備
全
般
の
検
討
が
必

要
。
既
存
建
築
物
で
は
建
物

の
形
や
改
修
で
き
な
い
部
分

が
あ
る
な
ど
で
検
討
の
ハ
ー

ド
ル
が
高
く
な
る
。
ま
た
、

設
計
時
の
図
面
が
手
元
に
な

い
な
ど
調
査
や
診
断
の
時
点

で
つ
ま
ず
く
こ
と
が
多
い
。

同
社
で
は
２
０
３
０
年
目

標
を
前
倒
し
し
て
２
０
２
９

年
度
に
は
自
社
新
築
設
計
案

件
で
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
率
１
０
０

％
を
目
標
に
し
て
い
る
が
、

２
０
５
０
年
の
既
設
を
含
む

す
べ
て
の
建
物
で
も
「
今
か

ら
手
を
打
た
な
い
と
、
国
内

の
大
半
を
占
め
る
既
存
建
築

物
が
置
き
去
り
に
な
っ
て
し

ま
う
」
と
危
機
感
を
抱
く
。

そ
の
対
策
と
し
て
開
発
し

た
の
が
、
既
存
建
築
物
の
Ｚ

Ｅ
Ｂ
化
を
加
速
さ
せ
る
「
Ｚ

Ｅ
Ｂ
リ
ノ
ベ
＠
診
断
」
だ
。

ま
ず
は

簡
単
に
診

断
し
て
み

た
い
と
い

う
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
、

蓄
積
し
た
知
見
を
最
大
限
活

用
し
て
、
ど
れ
だ
け
の
省
エ

ネ
改
修
が
で
き
る
か
ス
ピ
ー

デ
ィ
に
診
断
す
る
。
建
物
の

改
修
時
に
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
れ
ば
、
よ
り
短
期
間

で
改
修
項
目
・
方
法
の
提
案

が
可
能
に
な
る
。

こ
れ
ま
で
同
社
で
は
、
自

社
施
設
や
顧
客
所
有
の
ビ
ル

な
ど
の
数
多
く
を
Ｚ
Ｅ
Ｂ
基

準
に
適
合
し
た
設
計
で
建
築

し
て
き
た
。
そ
の
成
果
は
明

確
な
数
値
で
示
さ
れ
て
い
る

が
、
や
は
り
費
用
面
や
工
事

期
間
な
ど
に
負
担
を
感
じ
る

事
業
主
も
多
い
と
い
う
。

「
そ
こ
で
お
す
す
め
し
た

い
の
は
ま
ず
ゼ
ブ
レ
デ
ィ
か

ら
着
手
す
る
こ
と
で
す
。
そ

れ
は
創
エ
ネ
は
行
わ
ず
省
エ

ネ
の
設
備
改
修
で
50
％
以
上

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
を
削

減
す
る
も
の
。
そ
れ
で
も
Ｚ

Ｅ
Ｂ
認
証
は
受
け
ら
れ
る
の

で
、
そ
の
後
段
階
的
に
創
エ

ネ
を
行
い
、
次
の
ニ
ア
リ
ー

ゼ
ブ
や
最
終
的
な
Ｚ
Ｅ
Ｂ
へ

と
認
証
段
階
を
引
き
上
げ
て

い
け
ば
よ
い
で
し
ょ
う
」

社
会
全
体
の
脱
炭
素
化
に

貢
献
す
る
取
り
組
み
が
顧
客

の
状
況
を
踏
ま
え
た
活
動
に

よ
っ
て
続
け
ら
れ
て
い
る
。

環境活動を推進する企業の物語

第４５話

大成建設 株式会社

ザ・ノース・フェイスの創業者はなぜ会社を売ってパタゴニアに１００万エーカーの荒野を買ったのか？
ダグ・トンプキンスの冒険人生 ジョナサン・フランクリン 著

南
米
の
チ
リ
と
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
に
ま
た
が
る
パ
タ
ゴ
ニ

ア
地
方
。
そ
こ
に
巨
額
の
私

費
を
投
じ
て
広
大
な
国
立
公

園
づ
く
り
を
進
め
た
自
然
保

護
活
動
家
が
い
た
。
そ
の
生

き
ざ
ま
を
描
い
た
伝
記
。

文
中
、
愛
称
の
ダ
グ
と
記

さ
れ
る
ダ
グ
ラ
ス
・
ト
ン
プ

キ
ン
ス
は
日
本
で
も
人
気
の

高
い
ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ラ
ン
ド

の
ザ
・
ノ
ー
ス
・
フ
ェ
イ
ス

社
と
世
界
的
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

ブ
ラ
ン
ド
の
エ
ス
プ
リ
社
と

い
う
２
つ
の
大
企
業
を
立
ち

上
げ
た
創
業
者
で
も
あ
る
。

〝
資
本
主
義
の
頂
点
を
極

め
た
49
歳
の
と
き
、
ぐ
る
り

と
見
回
し
「
登
る
山
を
ま
ち

が
え
た
」〞（
８
㌻
）
と
気
づ

き
、
人
の
手
が
入
っ
て
い
な

い
美
し
い
自
然
を
守
る
活
動

に
突
き
進
ん
で
い
く
。
育
て

上
げ
た
企
業
の
持
ち
分
を
売

却
し
て
、
数
千
万
㌦
を
環
境

運
動
に
携
わ
る
非
営
利
組
織

に
移
す
。
ほ
ど
な
く
パ
タ
ゴ

ニ
ア
の
荒
れ
た
農
場
を
買
い

取
り
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

か
ら
移
り
住
ん
だ
。

自
ら
操
縦
す
る
小
型
飛
行

機
で
原
生
の
森
林
や
開
発
さ

れ
て
い
な
い
川
な
ど
守
る
べ

き
土
地
を
探
し
て
は
買
い
上

げ
て
い
く
。
最
終
的
に
は
そ

れ
を
寄
付
し
て
国
立
公
園
に

す
る
。
企
業
経
営
で
は
地
球

に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
続
け
て

き
た
。
そ
れ
を
回
復
さ
せ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
は
い
え
地
元
か
ら
見
れ

ば
豊
か
な
北
の
大
国
か
ら
来

た
億
万
長
者
。
保
守
勢
力
や

ダ
ム
開
発
を
進
め
る
政
府
か

自
然
保
護
と
い
う
命
懸
け
の
冒
険山と溪谷社　2,860円（税込）

ら
激
烈
な
反
発
を
受
け
る
。

そ
れ
で
も
ひ
る
ま
ず
事
業
家

と
し
て
身
に
つ
け
た
メ
デ
ィ

ア
戦
略
な
ど
を
駆
使
し
て
自

然
を
守
る
戦
い
を
続
け
た
。

あ
た
か
も
困
難
を
承
知
で
挑

戦
す
る
冒
険
の
よ
う
だ
。

も
と
も
と
企
業
経
営
や
自

然
保
護
活
動
と
並
行
し
て
挑

ん
で
き
た
命
懸
け
の
冒
険
は

数
知
れ
な
い
。山
岳
ス
キ
ー
、

カ
ヤ
ッ
ク
、
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
…
登
頂
の
難
度
は
エ

ベ
レ
ス
ト
以
上
と
も
い
わ
れ

る
フ
ィ
ッ
ツ
ロ
イ
山
で
雪
洞

に
何
日
間
も
閉
じ
込
め
ら
れ

た
経
験
も
描
か
れ
る
。
副
題

に
あ
る
「
冒
険
人
生
」
そ
の

も
の
が
つ
ま
っ
た
１
冊
だ
。

著
者
は
ア
メ
リ
カ
の
有
力

紙
な
ど
で
活
躍
す
る
著
名
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。

山と溪谷社　2,860円（税込）

が
あ
っ
た
。
町
を
歩
く
人
々
に

広
告
宣
伝
を
し
て
も
ら
い
、
返

却
の
た
め
に
ま
た
店
へ
足
を
運

ん
で
も
ら
え
る
。
こ
の
傘
に
店

の
屋
号
や
番
号
が
入
っ
て
い
た

た
め
番
傘
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
う
説
が
あ
る
。「
蛇

の
目
傘
」
は
基
本
色
の
上
に
白

い
輪
が
広
が
り
、
傘
を
開
い
た

と
き
に
ヘ
ビ
の
目
に
見
え
る
こ

と
か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
。
番
傘

に
比
べ
細
く
、
値
段
は
高
い
が

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ト
レ
ン
ド
に
敏

感
な
町
人
を
中
心
に
人
気
を
博

し
た
よ
う
だ
。

油
を
引
い
て
い
る
と
は
い
え

紙
で
で
き
て
い
る
和
傘
は
使
っ

て
い
る
う
ち
に
破
れ
て
し
ま

う
。
そ
こ
に
古
傘
買
い
や
、
古

骨
買
い
と
呼
ば
れ
る
商
人
が
や

っ
て
き
て
壊
れ
た
傘
を
買
い
取

っ
て
い
た
。
買
い
取
ら
れ
た
傘

は
骨
と
油
紙
に
分
解
さ
れ
、
ま

た
新
し
く
紙
を
張
ら
れ
次
の
傘

へ
と
生
ま
れ
変
わ
る
。

破
れ
て
し
ま
っ
た
油
紙
も
耐

水
性
は
残
っ
て
い
る
の
で
味
噌

や
肉
を
包
む
た
め
に
再
利
用
さ

江
戸

使
わ
れ
て
い
た
の
は
和
傘
。

和
傘
は
竹
や
木
、
糸
で
つ
く
っ

た
骨
に
和
紙
を
張
り
、
そ
こ
に

水
を
は
じ
く
た
め
の
油
を
引
い

て
つ
く
ら
れ
た
傘
の
総
称
だ
。

町
人
文
化
が
花
開
い
た
江
戸
の

頃
に
な
る
と
、
被
り
笠
で
は
髪

形
を
崩
し
て
し
ま
う
と
女
性
を

中
心
に
手
に
持
っ
て
差
す
和
傘

が
人
気
を
集
め
て
い
っ
た
。

和
傘
に
も
種
類
が
い
く
つ
か

あ
る
。「
番
傘
」
は
丈
夫
だ
が

粗
雑
な
つ
く
り
。
当
時
、
雨
が

降
っ
た
と
き
に
商
家
が
店
の
名

前
の
入
っ
た
傘
を
客
や
通
行
人

に
無
料
で
貸
し
出
す
サ
ー
ビ
ス

れ
て
い
た
と
い
う
。
江
戸
時
代

の
リ
サ
イ
ク
ル
文
化
は
万
事
に

徹
底
さ
れ
て
い
た
。

現
代

現
代
で
は
傘
の
素
材
や
種
類

も
多
様
化
し
て
い
る
。
１
人
当

た
り
の
傘
の
所
持
数
は
世
界
平

均
で
２
・
４
本
。
対
し
て
日
本

は
３
・
３
本
。
降
水
量
が
多
い

う
え
に
湿
度
が
高
く
、
一
度
濡

れ
る
と
乾
き
に
く
い
こ
と
が
関

係
し
て
い
る
よ
う
だ
。

た
だ
し
、
近
年
で
は
日
本
人

の
年
間
の
購
入
本
数
は
減
少
気

味
で
、
同
時
に
傘
１
本
当
た
り

の
購
入
金
額
は
上
昇
傾
向
に
あ

る
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
る
。
よ

い
も
の
を
長
く
大
切
に
使
い
た

い
と
い
う
人
が
増
え
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
江
戸
庶
民
の
よ

う
な
張
り
替
え
て
使
う
和
傘
が

無
理
な
ら
、
せ
め
て
長
く
使
え

る
１
本
を
見
つ
け
る
の
が
い
い

か
も
し
れ
な
い
。
資
源
の
節
約

に
も
つ
な
が
り
、
何
よ
り
気
に

入
っ
た
色
や
柄
の
傘
は
雨
天
で

も
気
分
が
上
が
る
。

和
紙
に
油
を
引
い
た
江
戸
の
傘

梅
雨
か
ら
台
風
シ
ー
ズ
ン
と
傘
の
出
番
が
増
え
る
こ
の
時
期
。
江
戸
の
時
代
に
は
頭
に

被
る
笠
か
ら
手
に
持
つ
傘
が
庶
民
に
も
定
着
し
て
い
き
、
雨
の
日
は
傘
を
持
っ
た
人
々
で
通

り
は
賑
わ
っ
た
。
江
戸
の
街
で
は
ど
ん
な
傘
が
使
わ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

長
崎
県
を
中
心
に
熊
本
と

鹿
児
島
を
ま
た
ぐ
雲
仙
天
草

国
立
公
園
。
１
９
３
４
年
に

日
本
で
最
初
の
国
立
公
園
の

１
つ
と
し
て
指
定
さ
れ
た
雲

仙
地
域
と
１
９
５
６
年
に
追

加
さ
れ
た
天
草
地
域
で
構
成

さ
れ
る
。
火
山
活
動
が
つ
く

り
出
し
た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

景
観
が
楽
し
め
る
雲
仙
、
大

小
１
２
０
の
島
々
か
ら
成
る

海
洋
景
観
が
特
徴
の
天
草
。

大
地
の
躍
動
を
直
に
感
じ
ら

れ
る
水
と
陸
の
大
展
望
が
広

が
る
国
立
公
園
だ
。

20
以
上
の
山
が
連
な
る
雲

仙
岳
は
今
も
火
山
活
動
が
あ

り
１
９
９
０
年
か
ら
１
９
９

埼
玉
県
東
松
山
市
の
丘
陵
地

帯
に
広
が
る
埼
玉
県
こ
ど
も
動

物
自
然
公
園
。
46
㌶
、
東
京

ド
ー
ム
約
10
個
分
の
広
大
な
敷

地
で
、
埼
玉
県
と
姉
妹
都
市
の

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ク
イ
ー
ン

ズ
ラ
ン
ド
州
か
ら
譲
り
受
け
た

コ
ア
ラ
や
カ
ン
ガ
ル
ー
、
ク
オ

ッ
カ
を
は
じ
め
世
界
各
国
の
希

少
動
物
な
ど
約
１
５
０
種
が
飼

育
さ
れ
て
い
る
。

県
の
施
設
と
し
て
１
９
８
０

５
年
に
か
け
て
の
噴
火
は
記

憶
に
新
し
い
。
蒸
気
が
地
表

か
ら
激
し
く
噴
き
出
し
「
生

き
て
い
る
地
球
」
を
間
近
で

見
学
で
き
る
雲
仙
地
獄
は
人

気
の
観
光
名
所
だ
。

「
地
獄
」
と
は
、
地
下
の

マ
グ
マ
だ
ま
り
か
ら
上
昇
す

る
火
山
ガ
ス
が
地
表
の
岩
石

を
溶
か
し
噴
気
を
上
げ
る
場

所
を
い
う
。
そ
の
位
置
は

徐
々
に
東
に
移
動
し
て
お

り
、
少
し
西
に
あ
る
旧
八
万

地
獄
は
す
で
に
活
動
が
お
さ

ま
っ
た
場
所
で
少
量
の
蒸
気

と
温
泉
が
湧
き
出
る
の
み
。

さ
ら
に
西
に
は
数
千
年
前
に

活
動
を
終
え
た
と
み
ら
れ
る

年
５
月
５
日
の
子
ど
も
の
日
に

開
園
。
当
初
は
26
種
類
、
主
に

家
畜
動
物
を
中
心
に
展
示
し
て

い
た
。
副
園
長
の
田
中
理
恵
子

さ
ん
は
開
園
の
経
緯
を
「
当
時

の
日
本
は
核
家
族
化
が
進
み
、

子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く
親
世

代
も
ス
ー
パ
ー
で
切
り
売
り
さ

れ
て
い
る
商
品
で
し
か
家
畜
を

知
ら
な
い
よ
う
な
状
況
。
人
と

動
物
が
自
然
の
中
で
触
れ
合

え
、
子
ど
も
の
未
来
を
育
む
よ

う
な
場
所
を
つ
く
り
た
か
っ
た

と
聞
い
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

そ
し
て
今
は
、
希
少
動
物
と
家

畜
動
物
の
両
方
が
楽
し
め
る
場

所
に
な
っ
て
い
る
。

同
園
で
は
動
物
本
来
の
姿
に

近
い
様
子
が
見
ら
れ
る
。
例
え

ば
群
れ
で
暮
ら
す
動
物
は
複
数

原
生
沼
が
あ
り
、
今
は
植
生

が
回
復
し
湿
地
帯
に
。
火
山

活
動
に
よ
る
地
質
・
植
生
の

変
遷
を
徒
歩
圏
内
で
観
察
で

き
る
貴
重
な
ス
ポ
ッ
ト
に
な

っ
て
い
る
。

が
一
緒
に
暮
ら
す
。
す
る
と
繁

殖
の
機
会
も
増
え
、
種
の
保
存

に
も
つ
な
が
る
。
カ
ン
ガ
ル
ー

や
ペ
ン
ギ
ン
は
動
物
た
ち
の
放

飼
エ
リ
ア
に
見
学
者
が
入
れ
る

ウ
ォ
ー
ク
イ
ン
タ
イ
プ
で
躍
動

感
を
間
近
で
感
じ
る
。

春
に
は
ツ
ツ
ジ
の
１
種
ミ

ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
が
花
盛
り
を

迎
え
る
。
地
獄
に
上
が
る
白

い
湯
け
む
り
と
、
ピ
ン
ク
色

の
花
が
つ
く
る
コ
ン
ト
ラ
ス

ト
が
美
し
い
。
ま
た
昔
放
牧

動
物
の
生
態
や
保
全
を
学
ぶ

イ
ベ
ン
ト
も
多
い
。
毎
年
４
月

23
日
は
園
の
人
気
動
物
マ
ヌ
ル

ネ
コ
の
国
際
的
な
記
念
日
。
そ

の
前
後
に
毎
回
テ
ー
マ
を
決
め

て
イ
ベ
ン
ト
を
催
す
。
ふ
わ
ふ

わ
の
長
い
毛
や
丸
い
耳
が
特
徴

が
盛
ん
だ
っ
た
雲
仙
で
は
草

原
と
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
が
織

り
な
す
風
景
も
特
徴
的
だ

が
、
放
牧
の
衰
退
で
樹
木
が

増
え
、
そ
の
光
景
を
楽
し
め

る
場
所
は
減
少
。
現
在
は
、

公
園
指
定
当
時
の
原
風
景
を

維
持
し
よ
う
と
、
田た

代し
ろ

原ば
る

を

舞
台
に
官
民
連
携
で
草
原
と

群
落
の
保
全
活
動
を
進
め
て

い
る
。

単
な
る
保
護
だ
け
で
な
く

自
然
と
人
と
の
共
存
を
踏
ま

え
た
取
り
組
み
も
行
う
。
１

９
８
３
年
に
は
、
国
立
公
園

指
定
50
周
年
に
際
し
た
ま
ち

づ
く
り
の
計
画
と
し
て
「
雲

仙
プ
ラ
ン
50
」を
策
定
し
た
。

コ
ン
セ
プ
ト
は
明
治
・
大
正

の
頃
外
国
人
避
暑
地
と
し
て

開
発
さ
れ
た
時
代
。
公
園
内

の
建
物
は
、
赤
茶
色
の
屋
根

と
白
壁
に
揃
え
る
こ
と
で
景の

マ
ヌ
ル
ネ
コ
は
生
息
地
が
限

ら
れ
る
希
少
動
物
で
そ
の
数
は

世
界
全
体
で
５
万
８
０
０
０
頭

程
度
。
そ
ん
な
知
識
を
こ
の
場

で
楽
し
く
学
ぶ
。
記
念
グ
ッ
ズ

で
販
売
す
る
缶
バ
ッ
ジ
の
売
上

は
マ
ヌ
ル
ネ
コ
の
ふ
る
さ
と
モ

ン
ゴ
ル
に
送
ら
れ
保
護
活
動
の

資
金
に
な
る
。「
現
地
ま
で
行

き
実
際
に
活
動
す
る
の
は
難
し

い
で
す
が
自
分
た
ち
の
行
動
が

希
少
動
物
の
保
護
に
つ
な
が
る

と
実
感
し
て
も
ら
え
ま
す
」。

同
様
に
毎
年
６
月
８
日
の
世

界
海
洋
デ
ー
に
は
ペ
ン
ギ
ン
飼

育
エ
リ
ア
で
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
が
テ
ー
マ
の
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
。
参
加
者
が
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
ふ
た
を
並
べ
絵
を
描
い
た

り
、
プ
ラ
板
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

づ
く
り
な
ど
を
体
験
。
最
後
に

自
分
が
で
き
る
プ
ラ
ご
み
削
減

の
取
り
組
み
を
宣
言
す
る
。

件
つ
き
で
一
般
の
人
も
入
れ

る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
が

で
き
な
い
か
と
、
地
元
の
関

係
者
と
検
討
を
始
め
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
麓
な
ど
一
部

は
人
の
手
で
植
生
復
元
し
た

箇
所
も
あ
り
ま
す
が
標
高
の

高
い
と
こ
ろ
は
手
を
加
え
ず

自
然
の
ま
ま
。
日
本
で
最
も

新
し
い
山
の
１
つ
で
あ
り
、

ま
だ
植
生
が
ほ
ぼ
な
い
の
で

全
方
向
が
見
渡
せ
る
。
本
公

園
の
キ
ー
フ
レ
ー
ズ
〝
水
陸

の
大
展
望
〞
を
今
一
番
実
感

で
き
る
場
所
な
の
で
す
」

新
た
な
名
所
か
ら
の
眺
望

を
楽
し
め
る
の
は
ま
だ
先
だ

ろ
う
が
、
今
も
な
お
地
面
の

下
で
火
山
活
動
が
行
わ
れ
て

い
る
の
が
実
感
で
き
る
雲
仙

天
草
国
立
公
園
。
地
球
の
鼓

動
を
感
じ
な
が
ら
景
観
を
眺

め
る
の
は
得
難
い
経
験
だ
。

観
維
持
を
図
っ
て
い
る
。
ま

た
、
地
域
住
民
が
来
訪
者
に

対
し
、
地
元
の
魅
力
を
自
ら

の
言
葉
で
発
信
で
き
る
よ

う
、
観
光
局
が
主
体
と
な
っ

て
、
文
化
や
歴
史
、
自
然
の

価
値
な
ど
の
情
報
を
わ
か
り

や
す
く
ま
と
め
た
文
書
「
イ

ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
全

体
計
画
」
も
作
成
し
た
。

こ
の
公
園
を
担
当
す
る
自

然
保
護
官
の
日
比
野
晃
裕
さ

ん
は
新
た
な
自
然
資
源
の
活

用
も
進
め
た
い
と
考
え
る
。

そ
の
場
所
は
１
９
９
１
年
の

噴
火
で
で
き
た
平
成
新
山
。

国
立
公
園
指
定
時
に
は
な
か

っ
た
溶
岩
の
山
だ
。

「
災
害
対
策
基
本
法
に
よ

る
警
戒
区
域
に
指
定
さ
れ
て

い
る
た
め
今
は
防
災
関
係
者

し
か
登
れ
ま
せ
ん
が
、
将
来

的
に
は
ガ
イ
ド
同
行
な
ど
条

地
域
と
協
力
し
た
活
動
も
あ

る
。
こ
こ
で
は
国
の
絶
滅
危
惧

種
に
指
定
さ
れ
る
ト
ウ
キ
ョ
ウ

サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
が
園
内
の
谷

や
湿
地
に
生
息
す
る
。
だ
が
そ

の
卵
が
野
生
の
ア
ラ
イ
グ
マ
な

ど
に
傷
つ
け
ら
れ
て
し
ま
う
。

そ
こ
で
傷
つ
い
た
卵
を
地
元
の

小
学
校
で
飼
育
し
て
も
ら
い
幼

体
ま
で
育
て
た
後
、
子
ど
も
た

ち
が
再
び
園
内
に
放
流
す
る
。

園
の
活
動
の
す
べ
て
が
環
境

教
育
に
つ
な
が
る
と
話
す
田
中

さ
ん
。
一
度
減
っ
た
動
物
の
数

を
元
に
戻
す
の
は
難
し
い
。
だ

か
ら
こ
そ
、
そ
の
状
況
を
多
く

の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
の
が
大

切
だ
と
い
う
。「
子
ど
も
に
人

気
の
動
物
園
で
す
が
、
最
近
で

は
大
人
の
来
場
者
も
増
え
て
い

ま
す
。
今
後
は
大
人
が
楽
し
め

る
デ
ィ
ー
プ
な
イ
ベ
ン
ト
も
考

え
た
い
で
す
ね
」。

園
の
活
動
す
べて
が
環
境
教
育

動物の本来の姿に出会える場所

【上】マヌルネコの缶バッジ／ペンギン飼育エリアでプラ
ごみ削減の取り組みを宣言。【下】地元小学校の協力で
実施されているトウキョウサンショウウオの保護活動。

の
課
題
解
決
を
推
進
す
る
取

り
組
み
の
う
ち
、
建
築
分
野

か
ら
企
業
の
脱
炭
素
化
を
後

押
し
す
る
事
業
に
つ
い
て
、

Ｚ
Ｅ
Ｂ
推
進
室
室
長
の
吉
田

典
彦
さ
ん
に
話
を
聞
い
た
。

「
建
物
は
一
度
建
て
ら
れ

た
ら
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
30

年
、
50
年
と
使
い
続
け
ら
れ

ま
す
。
こ

れ
を
Ｚ
Ｅ

Ｂ（
ゼ
ブ
）

化
す
れ
ば

長
期
間
継
続
し
た
二
酸
化
炭

素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
削
減
に
な
る
。

非
常
に
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高

い
分
野
な
の
で
す
」

Ｚ
Ｅ
Ｂ
と
は
「
ネ
ッ
ト
・

ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ビ
ル
」

の
略
称
。
年
間
の
一
次
エ
ネ

ル
ギ
ー
収
支
が
正
味
ゼ
ロ
に

な
る
（
使
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

省
エ
ネ
と
創
エ
ネ
で
相
殺
し

実
質
ゼ
ロ
に
す
る
）
建
物
を

エ
ネ
消
費
実
質
ゼ
ロ
す
べ
て
の
ビ
ル
に

埼
玉
県
こ
ど
も
動
物
自
然
公
園

環境教育の
現場から

レポート

大
地
の
躍
動
を
直
に〝
水
陸
の
大
展
望
〞

雲仙天草

写真提供：環境省

創
エ
ネ

省エネ

ＺＥＢの３段階

必要な
エネルギー

Ｎｅａｒｌｙ ＺＥＢ
ニアリーゼブ

ＺＥＢ Ready
ゼブレディ

『ＺＥＢ』
ゼブ 創エネ省エネ

省エネ

省エネ＋創エネで２５％以下まで削減

省エネで５０％以下まで削減

省エネ＋創エネで０％以下まで削減

従来の建物

このほかに一定条件つきで 40％または３０％以上の削減で
認証可能な ZEB Oriented（ゼブオリエンテッド）がある。
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《ユーザーレポート》

テナントビル向けサービス

は
継
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
と
い
う
認
識
だ
っ
た
の

で
、
契
約
更
新
の
時
期
を
迎

え
た
ら
解
約
し
よ
う
と
ま
で

考
え
て
い
た
と
い
う
。

「
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
に
営

業
担
当
に
着
任
し
た
方
が
テ

ナ
ン
ト
ビ
ル
の
検
針
・
請
求

業
務
の
仕
組
み
や
エ
コ
テ
ナ

ン
ト
の
サ
ー
ビ
ス
概
要
、
日

本
テ
ク
ノ
と
ビ
ル
オ
ー
ナ
ー

そ
し
て
テ
ナ
ン
ト
の
３
者
の

関
係
性
を
明
確
に
説
明
し
て

く
だ
さ
り
、
き
ち
ん
と
理
解

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

す
る
と
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
に

大
阪
市
北
区
の
オ
フ
ィ
ス

街
に
立
つ
総
合
西
天
満
ビ

ル
。
Ｊ
Ｒ
大
阪
天
満
宮
駅
、

大
阪
メ
ト
ロ
南
森
町
駅
の
２

駅
が
利
用
可
能
な
位
置
に
あ

り
、
７
階
建
て
の
ビ
ル
に
は

保
育
園
や
設
計
事
務
所
、
不

動
産
会
社
な
ど
自
社
を
含
め

10
の
テ
ナ
ン
ト
が
入
居
し
て

い
る
。
ビ
ル
を
管
理
す
る
株

式
会
社
総
合
住
宅
販
売
は

よ
っ
て
と
て
も
有
用
な
メ
リ

ッ
ト
を
受
け
て
い
た
の
だ
と

同
時
に
わ
か
り
、
契
約
の
継

続
を
決
め
ま
し
た
」

サ
ー
ビ
ス
で
最
も
魅
力
的

な
点
を
尋
ね
る
と
、
テ
ナ
ン

ト
に
対
し
て
行
う
電
気
料
金

な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
を
、

日
本
テ
ク
ノ
に
一
任
で
き
る

こ
と
だ
と
話
し
て
く
れ
た
。

専
門
的
な
知
識
が
な
く
自
身

で
は
説
明
が
難
し
い
も
の
を

代
行
し
て
も
ら
え
る
の
が
安

心
だ
と
い
う
。

現
在
は
兵
庫
県
西
宮
市
に

も
ビ
ル
を
所
有
し
て
お
り
、

そ
こ
に
も
エ
コ
テ
ナ
ン
ト
を

導
入
し
た
。
遠
方
で
な
か
な

か
現
地
に
赴
く
こ
と
が
で
き

な
い
た
め
、
そ
の
意
味
で
も

検
針
作
業
な
ど
が
不
要
な
こ

の
サ
ー
ビ
ス
は
大
変
助
か
っ

て
い
る
と
笑
顔
を
見
せ
た
。

サ
ー
ビ
ス
導
入
以
来
、
効
率
的
な
電

気
の
使
い
方
を
意
識
し
て
き
た
。
施

設
長
の
須
藤
秀
作
さ
ん
は
「
福
祉
施

設
は
空
調
の
使
い
方
が
電
力
ピ
ー
ク

に
直
結
す
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

賢
く
使
う
た
め
に
電
力
ピ
ー
ク
を
ず

ら
す
な
ど
省
エ
ネ
の
工
夫
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。
そ
ん
な
運
用
改
善
を
続

け
な
が
ら
、
今
後
は
さ
ま
ざ
ま
な
設

備
改
善
に
も
取
り
組
も
う
と
考
え
て

い
ま
す
」
と
話
す
。

そ
こ
で
最
初
に
取
り
掛
か
っ
た
の

が
空
調
の
使
用
効
率
を
上
げ
る
た
め

の
内
部
清
掃
だ
。
実
施
に
当
た
っ
て

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
者
に
相
談
し
て

み
た
。
そ
の
中
で
日
本
テ
ク
ノ
エ
ン

ジ
は
、
複
数
台
を
ま
と
め
て
処
理
す

る
こ
と
で
費
用
を
低
く
抑
え
る
提
案

を
し
て
く
れ
た
。
他
社
と
異
な
る
親

身
な
対
応
が
信
頼
で
き
る
と
判
断

し
、
作
業
を
依
頼
し
た
。

２
０
２
４
年
12
月
。
ま
ず
は
事
務

室
な
ど
４
カ
所
８
台
の
空
調
を
分
解

し
、
清
掃
を
実
施
し
た
。

「
職
員
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、
こ
れ

ま
で
冬
場
は
25
〜
26
℃
く
ら
い
に
設

定
し
て
い
て
ち
ょ
う
ど
よ
い
室
温
だ

っ
た
も
の
が
、
今
年
は
24
℃
の
設
定

で
も
十
分
暖
か
い
と
の
こ
と
で
し

た
。
２
０
２
５
年
５
月
に
全
館
で
実

施
し
た
こ
と
で
、
今
夏
の
電
気
代
が

ど
れ
く
ら
い
改
善
す
る
か
、
今
か
ら

楽
し
み
で
す
」

開
設
か
ら
約
20
年
が
経
過
し
、
設

備
も
一
部
老
朽
化
し
て
い
る
。
今
、

外
壁
を
再
塗
装
し
て
い
る
最
中
だ
。

塗
料
は
光
を
反
射
し
、
遮
熱
性
が
高

い
も
の
を
選
ん
だ
。
園
内
に
あ
る
ほ

か
の
設
備
も
適
切
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

を
施
す
こ
と
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率

は
上
げ
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

「
こ
れ
か
ら
も
利
用
者
に
無
理
な

省
エ
ネ
を
強
い
る
こ
と
な
く
、
自
分

た
ち
の
工
夫
で
で
き
る
こ
と
を
積
み

重
ね
、
浮
い
た
電
気
料
金
を
健
康
経

営
や
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ

ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
と
い
っ
た
働
き

や
す
い
環
境
づ
く
り
に
投
資
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
」

社
会
福
祉
法
人
ひ
さ
の
里
が
運

営
す
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ふ
じ

の
木
園
（
福
岡
県
北
九
州
市
）
は
、

２
０
２
３
年
の
電
気
の「
見
え
る
化
」内部を抜本的に洗浄することで空調の使用効率は向上する。

現在、外壁塗装を行っているふじの木園。

の
資
格
取
得
を
目
指
す
社

員
へ
向
け
て
オ
ン
ラ
イ
ン

で
受
講
で
き
る
「
電
験
技

塾
」
も
開
催
し
、
第
三
種

電
気
主
任
技
術
者
は
も
ち

ろ
ん
上
位
資
格
で
あ
る
第

二
種
や
第
一
種
を
目
指
す

社
員
の
支
援
も
継
続
し
て

お
り
、
社
員
一
人
ひ
と
り

の
技
術
力
向
上
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。

電
気
設
備
の
保
安
管
理

は
人
間
で
い
う
健
康
診
断

と
同
じ
。
点
検
で
設
備
の

異
常
を
早
期
発
見
で
き
れ

ば
、
多
く
の
事
故
を
未
然

に
防
げ
ま
す
。い
わ
ば〝
当

た
り
前
の
事
業
環
境
〞
を

守
る
こ
と
。
お
客
様
の
企

業
活
動
を
支
え
る
大
切
な

役
割
だ
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
人
員
体
制
の

強
化
と
技
術
力
の
向
上
を

並
走
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

員
の
採
用
活
動
を
展
開
。

以
前
に
比
べ
２
０
２
４
年

度
の
採
用
人
数
は
約
５
倍

に
な
り
ま
し
た
。

採
用
活
動
と
並
行
し

て
、
各
種
社
内
研
修
や
所

属
上
長
が
定
期
的
に
点
検

に
同
行
す
る
「
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
」
を
実
施
す
る
な

ど
、
新
入
社
員
だ
け
で
な

く
一
般
社
員
へ
の
教
育
も

強
化
し

て
い
ま

す
。
さ

ら
に
キ

ュ
ー
ビ
ク
ル
の
点
検
を
行

う
に
は
電
気
主
任
技
術
者

の
資
格
に
加
え
て
一
定
の

実
務
経
験
が
必
要
な
の

で
、
不
足
し
て
い
る
社
員

に
は
点
検
の
補
助
者
と
し

て
実
務
に
携
わ
っ
て
も
ら

い
ま
す
。

ま
た
電
気
主
任
技
術
者

２
０
０
４
年
１
月
、
電

気
事
業
法
で
定
め
ら
れ
て

い
た
指
定
法
人
制
度
が
廃

止
さ
れ
一
定
要
件
を
満
た

す
団
体
で
あ
れ
ば
「
電
気

保
安
法
人
」
と
し
て
お
客

様
の
電
気
設
備
の
保
安
管

理
業
務
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

高
圧
や
特
別
高
圧
の
事

業
場
で
は
、
電
気
を
安
全

に
使
う
た
め
キ
ュ
ー
ビ
ク

ル
な
ど
電
気
設
備
の
定
期

的
な
点
検
が
法
律
で
定
め

お
客
様
の
電
気
設
備
の
安

全
を
維
持
す
る
こ
と
。
そ

れ
に
向
け
注
力
し
て
い
る

の
が
人
材
育
成
で
す
。
国

内
で
は
電
気
主
任
技
術
者

の
数
が
不
足
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
当

社
で
は
３
年
ほ
ど
前
か
ら

積
極
的
な
新
卒
・
中
途
社

の
対
応
な
ど
は
当
部
所
属

の
技
術
者
が
担
当
し
て
い

ま
す
。
ま
た
最
新
技
術
や

法
令
変
更
な
ど
の
必
要
な

情
報
を
当
部
と
協
力
会
で

共
有
す
る
な
ど
協
力
体
制

を
構
築
し
て
い
ま
す
。

保
安
管
理
業
務
の
基
本

で
あ
り
最
も
重
要
な
の
は

方
に
合
っ
て
い
る
と
感
じ
、
２

０
２
３
年
に
入
会
し
ま
し
た
。

現
在
は
主
に
さ
い
た
ま
市
周
辺

の
事
業
場
60
件
を
担
当
し
て
い

ま
す
。
ひ
と
月
に
行
う
月
次
点

検
は
30
件
強
で
、
月
の
前
半
に

１
日
３
〜
５
件
の
事
業
場
を
回

り
ま
す
。
年
次
点
検
は
月
に
約

５
件
、
ほ
か
の
技
術
者
さ
ん
の

年
次
点
検
応
援
も
月
に
５
件
ほ

ど
行
い
ま
す
。
月
間
の
実
働
日

数
は
２
週
間
程
度
で
す
。

こ
の
仕
事
で
大
切
に
し
て
い

る
の
は
お
客
様
に
「
こ
の
人
な

ら
安
心
。
頼
ん
で
よ
か
っ
た
」

と
実
感
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な

関
係
づ
く
り
で
す
。
月
次
点
検

で
漏
電
値
が
増
え
た
、
減
っ
た

と
い
っ
た
変
化
が
あ
っ
た
と
き

は
必
ず
お
客
様
に
原
因
を
聞
き

把
握
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
日
頃
か
ら
こ
ま
め
な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と

が
信
頼
関
係
を
醸
成
す
る
と
思

う
か
ら
で
す
。
結
果
と
し
て
お

客
様
が
安
心
し
て
電
気
を
使
え

る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

協
力
会
の
仕
事
は
お
客
様
と

の
や
り
取
り
を
あ
れ
こ
れ
自
分

で
工
夫
す
る
こ
と
で
、
よ
り
よ

い
関
係
が
構
築
で
き
ま
す
。
20

年
以
上
電
気
保
安
の
現
場
か
ら

遠
ざ
か
っ
て
い
た
の
で
、
最
初

は
新
型
機
器
の
使
い
方
な
ど
戸

惑
い
ま
し
た
が
、
慣
れ
て
く
れ

ば
体
が
覚
え
て
い
る
も
の
で
、

あ
と
は
ス
ム
ー
ズ
に
働
け
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
お
客
様
と
の

信
頼
関
係
を
ベ
ー
ス
に
、
で
き

る
だ
け
長
く
働
き
た
い
で
す
。

も
と
も
と
は
法
学
部
出
身

で
、
専
門
商
社
で
働
い
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
電
気
の
こ
と
が

好
き
だ
っ
た
の
で
、
関
連
す
る

仕
事
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
た

の
で
す
。
30
歳
を
過
ぎ
て
か
ら

電
験
三
種
を
取
得
。
携
帯
電
話

会
社
の
通
信
部
門
で
自
社
ビ
ル

の
電
気
保
安
や
基
地
局
の
保
安

管
理
業
務
な
ど
に
携
わ
っ
て
い

ま
し
た
。

そ
の
後
、
会
社
が
買
収
さ
れ

た
の
を
機
に
退
職
し
、
ビ
ル
管

理
の
会
社
で
後
進
の
指
導
に
当

た
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
を
70

歳
で
退
職
し
た
際
、
隠
居
す
る

と
い
う
選
択
も
あ
っ
た
の
で
す

が
、
や
り
が
い
の
な
い
日
々
の

暮
ら
し
は
正
直
つ
ま
ら
な
い
と

思
い
ま
し
た
。

日
本
テ
ク
ノ
協
力
会
・
日
電

協（
以
下
、協
力
会
）の
存
在
は

以
前
か
ら
知
っ
て
い
た
の
で
、

説
明
会
に
参
加
。
目
指
す
働
き

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
点

検
を
担
う
部
署
と
し
て
当

社
で
も
同
年
11
月
に
保
安

本
部
が
発
足
し
ま
し
た
。

現
在
は
提
携
す
る
日
本

テ
ク
ノ
協
力
会
・
日
電
協

（
以
下
、
協
力
会
）
所
属

の
電
気
主
任
技
術
者
が
点

検
業
務
を
行
い
、
非
常
時

１
９
８
５
年
の
創
業
で
、
分

譲
住
宅
の
販
売
が
主
な
事
業

内
容
。
２
０
１
５
年
に
こ
の

ビ
ル
を
購
入
し
、
自
社
も
２

階
に
入
居
し
た
。

ビ
ル
を
購
入
し
た
と
き
は

す
で
に
以
前
の
オ
ー
ナ
ー
が

エ
コ
テ
ナ
ン
ト
の
自
動
検
針

と
保
安
点
検
の
サ
ー
ビ
ス
を

導
入
し
て
い
た
。「
テ
ナ
ン

ト
ビ
ル
の
所
有
は
初
め
て

で
、
オ
ー
ナ
ー
が
テ
ナ
ン
ト

ご
と
に
電
気
料
金
の
検
針
・

請
求
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
も
詳
し
く
は
知
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
も
あ
っ

て
、
当
初
は
あ
ま
り
メ
リ
ッ

ト
を
理
解
し
て
い
な
か
っ
た

の
が
実
際
の
と
こ
ろ
で
す
」

と
代
表
取
締
役
の
帰
山
福
博

さ
ん
は
話
す
。

前
オ
ー
ナ
ー
が
導
入
し
た

設
備
で
あ
り
、
契
約
期
間
中

前
身
の
会
社
か
ら
数
え
て
70

年
以
上
、
山
梨
県
内
に
広
く
学

校
給
食
の
提
供
な
ど
を
行
う
甲

信
食
糧
株
式
会
社
。
地
域
の

食
材
を
知
り
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
た
め
、
学
校
へ
の
出
前
授

業
な
ど
を
行
う
食
育
活
動
「
知

産
知
消
」
を
は
じ
め
、
石
和
温

泉
の
温
泉
水
で
育
て
、
タ
レ
に

甲
州
ワ
イ
ン
を
入
れ
た
「
温
泉

ワ
イ
ン
う
な
ぎ
」
の
商
品
化
に

取
り
組
む
な
ど
地
域
に
根
づ
い

た
活
動
を
進
め
て
き
た
。

最
近
で
は
甲
信
地
域
を
飛
び

出
し
、
自
然
災
害
の
被
災
地
で

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
カ
ン

ボ
ジ
ア
で
不
足
し
て
い
る
学
校

を
建
設
し
寄
贈
す
る
支
援
事
業

の
実
施
な
ど
活
動
エ
リ
ア
を
国

内
外
に
広
げ
て
い
る
。

代
表
取
締
役
の
中
込
武
文
さ

ん
は
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
い
う
言
葉

が
定
着
す
る
前
か
ら
地
域
に
貢

献
し
、
豊
か
な
地
球
環
境
を
後

世
に
残
す
た
め
さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
う

し
た
活
動
を
続
け
て
い
る
と

徐
々
に
視
野
が
広
が
り
ま
す
。

そ
の
結
果
、
海
外
に
も
目
が
向

く
よ
う
に
な
り
、
教
育
の
機
会

を
奪
わ
れ
て
い
る
と
聞
く
カ
ン

ボ
ジ
ア
の
子
ど
も
に
も
手
を
差

し
伸
べ
た
い
と
学
校
の
建
設
を

進
め
た
の
で
す
」
と
話
す
。

現
在
力
を
入
れ
て
い
る
の
は

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
」

だ
。
す
で
に
東
日
本
大
震
災
の

直
後
か
ら
太
陽
光
発
電
は
採
用

し
て
い
た
。
そ
の
う
え
で
さ
ら

な
る
環
境
負
荷
軽
減
を
実
現
し

よ
う
と
２
０
１
５
年
に
地
中
熱

を
活
用
し
た
物
流
セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
た
。

２
０
２
４
年
に
は
魚
の
加
工

を
行
う
新
設
の
甲
府
工
場
で
、

空
調
や
給
湯
な
ど
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
に
、
地
中
熱
と
排
水
熱
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を
使
う
シ
ス
テ
ム
を
導
入
。
そ

う
し
た
Ｇ
Ｘ
（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
の

推
進
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
は
劇

的
に
向
上
し
、
年
間
二
酸
化
炭

素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
排
出
量
が
従
来

比
約
60
％
減
、
消
費
電
力
は
約

75
％
減
が
実
現
し
た
。
脱
炭
素

化
へ
の
寄
与
と
自
社
の
成
長
に

資
す
る
経
済
性
が
も
た
ら
さ
れ

て
い
る
。

「
考
え
て
み
れ
ば
こ
れ
ら
の

活
動
は
自
分
た
ち
が
ワ
ク
ワ
ク

で
き
る
挑
戦
ば
か
り
で
し
た
。

そ
れ
が
環
境
保
全
や
社
会
貢
献

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
か

ら
も
ど
ん
ど
ん
挑
戦
を
続
け
て

い
き
ま
す
」

甲信食糧 株式会社

屋上に熱交換設備を設置した甲府工場。

８：００ 自宅を出発

９：００ Ａ社訪問
月次点検実施

１０：００
さいたまサービス
センターで打ち合
わせ

１１：００ 昼食休憩

１３：００ Ｂ社訪問
月次点検実施

１４：００ Ｃ社訪問
月次点検実施

１５：００
Ｄ社訪問
年次点検の打ち合
わせ

１６：００ 自宅に到着

One Day スケジュール

非常用発電機照 明太陽光緊急対応キュービクル設備改善空 調

代表取締役の帰山福博さん。

「エコテナント」とは

　一般的なテナントビルは、ビル全体で一
括受電しているため、電気料金はビルオー
ナーが電力会社へまとめて支払っている。オ
ーナーはテナントの使用分を立て替えるた
め、個々のテナントに対し、それぞれに応じ
た電気料金を請求する。そこには子メータ
ーの検針、料金算出、請求管理といった手
間のかかる業務が伴う。
　「エコテナント」はオーナーを煩わせてい
たそれらの業務をすべて代行するサービス
である。既存の子メーターは自動検針のス
マートメーターに変更され、月々の使用量は
日本テクノに伝送される。オーナーとテナン
トの双方にとって、ともに信頼性を高められ
るシステムである。

大阪府大阪市◎総合西天満ビル

納得の契約更新
知って実感したメリットの大きさ

技術者をたずねて技術者をたずねて企業と電気をつなぐ 「
こ
の
人
な
ら
安
心
」の
実
感
を

〈２０２３年 70歳で入会〉
靜眞喜雄さん
日本テクノ協力会・日電協
さいたま０２グループ

専門知識を生かしながら、
自分のペースで働きたいと
いう方におすすめです。私
も説明会などで自分の働き
方を紹介することがありま
す。不明点があれば遠慮な
くお聞きください。

これから入会される方へ

代表取締役の
中込武文さん。

関連
ＳＤＧｓ
ゴール

ワ
ク
ワ
ク
す
る
挑
戦
で
環
境・社
会
に
貢
献

同社では脱炭素の
ノウハウを知りた
い企業に向け工場
見学を受け付けて
いる。詳細はホー
ムページを参照。

施設長の須藤秀作さん。

空
調
内
部
、施
設
の
一
部
洗
浄
で
も
効
果

設備改善
対応事例
日本テクノエンジ

建物全体のエネルギー効率向上を目指す

福岡県北九州市
特別養護老人ホームふじの木園

日本テクノ
社員群像

日本テクノ日本テクノ日本テクノ日本テクノ日本テクノ日本テクノ日本テクノ日本テクノ日本テクノ日本テクノ日本テクノ日本テクノ日本テクノ日本テクノ日本テクノ日本テクノ日本テクノ日本テクノ日本テクノ日本テクノ日本テクノ日本テクノ日本テクノ日本テクノ日本テクノ日本テクノ日本テクノ日本テクノ日本テクノ日本テクノ日本テクノ日本テクノ
社員群像社員群像社員群像社員群像

各部署キーパーソンが語る

お
客
様
の
企
業
活
動
を
支
え
る
保
安
管
理

保安本部 第二保安部

部長 五十嵐圭

（ 5 ） 環 境 市 場 新 聞 ２０２５年 （令和７年） 夏季　第81号　【季刊】

https://econews.jp/article/report/corporate_sdgs/
https://www.nichidenkyo.jp/recruit/interview/
https://www.nt-e.jp/works/
https://eco-tenant.jp/case/
https://eco-tenant.jp/
https://www.nt-e.jp/


（ 6 ）環 境 市 場 新 聞 ２０２５年 （令和７年） 夏季　第 81号　【季刊】

https://www.n-techno.co.jp/recruit/tv-cm_info2.html
https://www.nichidenkyo.jp/recruit/seminar/
https://www.n-techno.co.jp/company/network/


（ 7 ） 環 境 市 場 新 聞 ２０２５年 （令和７年） 夏季　第81号　【季刊】

※「SMARTMETER」は日本テクノ（株）の登録商標です。

　ここでは日本テクノの提供する各種サービスの導入事例を紹介する（記事は取材当時の内
容）。主力商品である「SMART CLOCK（スマートクロック）」と「SMARTMETER ERIA（ス
マートメーターエリア、以下：ＥＲＩＡ）」に加え、お客様同士のＭ＆Ａなどを仲介する「GIFT 
map」の３つの商品・サービスだ。これらは省エネ活動による環境対策や事業承継による産
業基盤づくりなどSDGsの目標にもつながっている。

全
校
生
徒
約
１
６
０
０
人
を

数
え
る
茨
城
県
水
戸
市
の
私
立

水
城
高
等
学
校
。
事
務
長
の
鈴

木
利
久
さ
ん
は
日
本
テ
ク
ノ
営

業
担
当
者
の
説
明
で
、
以
前
か

ら
の
契
約
電
力
の
デ
マ
ン
ド
値

５
３
５
㌔
㍗
は
、
実
際
の
使
用

量
よ
り
余
裕
の
あ
る
数
値
だ
と

知
っ
た
。
電
気
代
が
値
上
が
り

し
て
い
る
昨
今
、
自
分
た
ち
の

工
夫
で
デ
マ
ン
ド
値
と
使
用
電

力
量
を
低
減
で
き
れ
ば
と
考
え

職
員
会
議
で
電
気
の
「
見
え
る

化
」
導
入
を
提
案
し
た
。

「
経
費
の
低
減
が
見
込
め
る

の
で
ス
ム
ー
ズ
に
受
け
入
れ
ら

れ
ま
し
た
。
導
入
は
２
０
２
３

年
２
月
。
そ
の
後
は
教
頭
が
省

エ
ネ
活
動
の
先
頭
に
立
ち
、
Ｓ

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
の
色

を
見
な
が
ら
職
員
室
で
空
調
温

度
を
一
括
調
整
す
る
な
ど
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
最
初

の
夏
は
頻
繁
に
警
報
が
鳴
り
ま

し
た
が
２
０
２
４
年
現
在
は
月

に
１
度
程
度
に
な
り
ま
し
た
」

年
度
当
初
は
低
め
の
設
定
値

で
も
警
報
は
作
動
し
な
か
っ
た

が
夏
が
近
づ
く
に
つ
れ
徐
々
に

鳴
る
頻
度
は
増
え
た
。
原
因
を

探
る
と
学
年
集
会
で
講
堂
を
使

用
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
る
と

わ
か
っ
た
。
講
堂
の
空
調
ス
イ

ッ
チ
は
１
つ
。
対
策
と
し
て
早

朝
か
ら
低
稼
働
で
徐
々
に
冷
や

し
始
め
る
と
い
う
ル
ー
ル
を
決

め
た
。
そ
れ
で
ピ
ー
ク
は
抑
え

ら
れ
た
。

さ
ら
に
現
場
で
で
き
る
省
エ

ネ
の
工
夫
を
探
し
、
見
つ
け
た

の
が
放
課
後
の
教
室
だ
っ
た
。

同
校
で
は
教
室
に
残
り
自
習
す

る
生
徒
が
一
定
数
い
て
、
こ
れ

に
対
し
終
業
後
18
時
か
ら
21
時

ま
で
居
残
る
と
き
は
自
習
室
の

使
用
を
求
め
る
よ
う
に
し
た
。

照
明
や
空
調
な
ど
の
無
駄
な
稼

働
を
や
め
る
と
い
う
趣
旨
を
明

確
に
し
た
の
で
生
徒
も
そ
れ
に

賛
同
し
行
動
し
て
い
る
。
こ
う

し
た
取
り
組
み
に
よ
り
契
約
電

力
は
１
年
目
に
４
５
８
㌔
㍗
、

２
年
目
に
は
４
４
４
㌔
㍗
に
な

り
、
導
入
前
に
比
べ
17
・
０
％

減
の
成
果
が
生
ま
れ
て
い
る
。

だ
が
、
そ
の
数
字
に
満
足
す

る
こ
と
な
く
現
在
も
電
気
の
使

い
方
に
無
駄
は
な
い
か
検
証

し
、
生
徒
に
無
理
を
強
い
る
こ

と
な
く
省
エ
ネ
行
動
が
で
き
る

よ
う
模
索
を
続
け
る
。「
今
後

少
子
化
が
進
む
中
で
学
校
な
ど

の
教
育
施
設
も
無
駄
な
経
費
の

使
用
は
極
力
抑
え
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
実
情
に
合
わ
せ

て
使
用
電
力
量
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
を
続
け
て
い
き
ま
す
」。

（
２
０
２
４
年
11
月
取
材
）

空調稼働は徐 に々、居残り学習は自習室で
学校法人 水城高等学校　https://www.suijo.ac.jp/
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１
│
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／
電
話
◉
０
２
９

（
２
４
７
）
６
５
０
９
／
創
立
◉

１
９
６
４
年
／
事
業
内
容
◉
高

等
学
校

事業所DATA

無
理
強
い
の
な
い
活
動
を
模
索

導入前後の比較

契約電力

使用電力量

2022年▶2024年

全
国
で
自
動
車
部
品
の
輸

入
・
販
売
を
行
う
東
邦
自
動
車

株
式
会
社
。
２
０
２
１
年
に
関

西
の
物
流
拠
点
を
１
つ
に
集
約

す
る
た
め
兵
庫
県
尼
崎
市
に
ロ

ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
セ
ン
タ
ー
を
開

業
し
た
。
分
散
し
て
い
た
倉
庫

に
加
え
貿
易
部
門
や
営
業
部
門

も
統
合
し
、
関
西
圏
の
司
令
塔

的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

１
階
で
荷
受
け
・
梱
包
・
出

荷
を
行
い
、２
階
は
事
務
所
、３

〜
５
階
が
倉
庫
だ
。「
照
明
と
空

調
は
最
新
の
省
エ
ネ
タ
イ
プ
を

導
入
し
ま
し
た
が
、
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
の
電
気
料
金
改
善
は

常
に
課
題
で
し
た
」
と
執
行
役

員
の
山
口
学
さ
ん
は
振
り
返

る
。
倉
庫
が
メ
イ
ン
の
た
め
大

幅
な
省
エ
ネ
は
難
し
い
と
考
え

て
い
た
。
だ
が
電
力
供
給
と
セ

ッ
ト
で
導
入
し
た
電
気
の
「
見

え
る
化
」
で
意
識
は
変
わ
る
。

デ
マ
ン
ド
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
で

現
在
と
前
日
、
前
週
、
前
年
同

時
期
の
デ
ー
タ
を
比
較
。
懸
念

が
あ
れ
ば
社
内
に
周
知
し
、
省

エ
ネ
成
果
も
毎
月
知
ら
せ
る
。

そ
う
し
た
呼
び
掛
け
で
、
来
客

が
な
い
と
き
の
玄
関
や
応
接
ス

ペ
ー
ス
の
消
灯
、
離
席
時
の
Ｐ

Ｃ
ス
リ
ー
プ
モ
ー
ド
設
定
な
ど

が
浸
透
し
従
業
員
の
理
解
は
進

ん
だ
。
Ｐ
Ｃ
は
デ
ス
ク
ト
ッ
プ

か
ら
ノ
ー
ト
型
へ
切
り
替
え
を

進
め
、
そ
の
分
の
消
費
電
力
を

５
分
の
１
に
改
善
さ
せ
た
。
ま

た
作
業
が
多
い
１
階
の
空
調
は

切
れ
な
い
が
、
ガ
ラ
ス
部
分
が

多
く
室
温
が
上
が
り
や
す
い
２

階
は
、
ブ
ラ
イ
ン
ド
を
設
置
し

て
空
調
効
率
を
高
め
た
。

そ
の
ほ
か
省
エ
ネ
ポ
ス
タ
ー

の
掲
示
や
サ
ー
バ
ー
ル
ー
ム
の

室
温
調
整
な
ど
細
か
な
取
り
組

み
を
積
み
重
ね
る
。
そ
ん
な
思

い
つ
く
限
り
の
省
エ
ネ
活
動
と

あ
わ
せ
利
用
し
て
い
る
の
が
太

陽
光
発
電
設
備
（
出
力
36
・
９

㌔
㍗
）
と
Ｅ
Ｖ
車
活
用
の
蓄
電

（
Ｖ
２
Ｈ
シ
ス
テ
ム
）だ
。
夜
間

に
Ｅ
Ｖ
車
を
充
電
し
、
そ
の
電

力
を
翌
日
の
業
務
時
間
中
に
使

用
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
昼

間
の
使
用
電
力
量
が
月
間
約
９

０
０
㌔
㍗
時
低
減
で
き
ピ
ー
ク

カ
ッ
ト
に
一
役
買
っ
て
い
る
。

「
Ｄ
Ｘ
に
よ
る
業
務
効
率
化

や
自
動
化
で
残
業
時
間
の
削
減

に
も
成
功
し
ま
し
た
。
以
前
は

21
時
過
ぎ
ま
で
誰
か
し
ら
社
内

に
い
ま
し
た
が
今
は
遅
番
の
社

員
が
帰
宅
す
れ
ば
19
時
半
に
は

消
灯
。
電
気
代
の
改
善
に
も
な

っ
て
お
り
今
後
は
そ
こ
に
〝
見

え
る
化
〞
を
か
ら
め
て
活
用
で

き
な
い
か
検
討
中
で
す
」

（
２
０
２
４
年
10
月
取
材
）

効果の出にくい倉庫、思いつく限りの省エネで対応
東邦自動車 株式会社　東邦ロジスティクスセンター http://www.tohoweb.co.jp/toho-automobile/

住
所
◉
兵
庫
県
尼
崎
市
神
崎
町

４
５
│
２
０
／
電
話
◉
０
６
（
６

６
５
２
）
２
４
０
０
／
創
業
◉
１

９
５
１
年
／
事
業
内
容
◉
自
動

車
部
品
輸
入
・
販
売

事業所DATA

細
か
な
活
動
の
積
み
重
ね

導入前後の比較

契約電力

使用電力量

2023年▶2024年

2022年3月～翌年2月
▶2023年3月～翌年2月

電気の
見える化

２
０
２
４
年
に
創
業
１
０
０

周
年
を
迎
え
た
神
奈
川
県
平
塚

市
の
髙
久
製
パ
ン
株
式
会
社
。

県
内
の
直
販
４
店
舗
に
加
え
、

老
舗
デ
パ
ー
ト
へ
の
催
事
出
店

の
ほ
か
、
周
辺
１
０
２
の
小
・

中
・
高
校
に
パ
ン
を
納
め
て
い

る
。１
日
に
１
０
０
種
類
以
上
、

総
数
約
２
万
個
を
製
造
す
る
。

電
気
の
「
見
え
る
化
」
を
導

入
し
た
き
っ
か
け
は
、
同
業
他

社
の
評
判
を
聞
い
た
こ
と
だ
っ

た
。「
年
々
上
が
る
電
気
代
を

抑
え
た
い
と
思
っ
て
い
た
の

で
、
ス
タ
ッ
フ
の
工
夫
で
効
果

が
出
せ
る
な
ら
と
思
い
、
導
入

し
ま
し
た
」（
代
表
取
締
役
社

長
・
髙
久
直
輝
さ
ん
）。

Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ

は
工
場
の
ス
タ
ッ
フ
が
見
通
せ

る
場
所
に
設
置
。
時
計
の
色
が

変
化
す
る
と
全
５
台
の
空
調
の

う
ち
窯
か
ら
遠
い
３
台
の
設
定

温
度
を
調
整
す
る
。
同
時
に

オ
ー
ブ
ン
や
発
酵
設
備
の
う
ち

止
め
て
も
製
造
に
支
障
の
な
い

も
の
を
探
し
、
あ
れ
ば
電
源
を

落
と
す
。
冬
場
な
ら
冷
凍
庫
の

電
源
を
一
時
的
に
オ
フ
に
す
る

こ
と
も
あ
る
。
そ
し
て
Ｅ
Ｒ
Ｉ

Ａ
モ
ニ
タ
ー
の
設
置
は
事
務

所
。
こ
れ
も
表
示
の
変
化
で
空

調
稼
働
を
調
整
す
る
。

「
見
え
る
化
」
の
導
入
後
に

一
部
で
使
っ
て
い
た
ガ
ス
窯
を

や
め
、
す
べ
て
電
気
窯
に
替
え

た
。
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
し
や
す

さ
を
考
え
た
変
更
だ
っ
た
が
、

そ
の
た
め
使
用
電
力
量
は
増
加

し
た
。
し
か
し
契
約
電
力
は
増

え
ず
逆
に
３
・
９
％
減
ら
せ
て

い
る
。
髙
久
さ
ん
は
そ
れ
を
電

気
の
「
見
え
る
化
」
が
ス
タ
ッ

フ
に
浸
透
し
た
成
果
だ
と
説
明

す
る
。「
時
計
の
色
が
黄
色
か

ら
赤
色
に
な
る
と
ス
タ
ッ
フ
は

〝
ま
ず
い
、
な
ん
と
か
し
な
き

ゃ
〞
と
行
動
し
ま
す
。
す
べ
て

を
電
気
窯
に
し
て
使
用
電
力
量

は
増
え
ま
し
た
が
、
ガ
ス
代
は

減
っ
て
お
り
、
経
費
に
大
き
な

変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
で

上
が
る
と
思
っ
て
い
た
契
約
電

力
は
低
減
で
き
た
。〝
見
え
る

化
〞
で
意
識
が
変
わ
っ
た
の
だ

と
実
感
し
て
い
ま
す
」。

創
業
１
０
０
年
を
迎
え
、
さ

ら
に
こ
の
先
の
１
０
０
年
も
事

業
を
継
承
し
て
い
く
た
め
に
は

労
働
環
境
を
整
備
し
業
務
効
率

を
上
げ
、
ス
タ
ッ
フ
に
還
元
す

る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。「
そ

の
点
、
自
ら
の
工
夫
で
コ
ス
ト

削
減
で
き
る
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は

最
適
で
す
。
今
後
も
〝
見
え
る

化
〞
を
活
用
し
、
電
気
の
無
駄

を
な
く
し
て
い
き
ま
す
」。

（
２
０
２
４
年
11
月
取
材
）

ガスから電気への転換も 契約電力は改善
髙久製パン 株式会社　https://www.takaku-pan.com/
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２
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／
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電気の
見える化 や

ど
り
温
泉
い
や
し
の
湯
は

和
歌
山
県
橋
本
市
の
指
定
管
理

宿
泊
・
入
湯
施
設
。
Ｓ
Ｃ
Ｒ
Ｕ

Ｍ
き
の
く
に
株
式
会
社
が
運

営
を
請
け
負
っ
て
い
る
。
２
０

１
５
年
の
台
風
被
害
で
前
任
の

会
社
が
撤
退
。
当
時
か
ら
運
営

に
携
わ
っ
て
い
た
支
配
人
の
西

裕
生
さ
ん
は
こ
の
施
設
に
惚
れ

込
ん
で
お
り
、
自
ら
新
会
社
を

立
ち
上
げ
て
指
定
管
理
者
と
し

て
名
乗
り
を
上
げ
た
。

「
以
前
も
デ
マ
ン
ド
監
視
装

置
は
あ
り
ま
し
た
が
特
に
対
策

は
し
て
お
ら
ず
契
約
電
力
は
２

０
０
㌔
㍗
以
上
で
し
た
。
そ
の

後
、電
気
の
〝
見
え
る
化
〞
サ
ー

ビ
ス
を
知
り
、
活
用
す
れ
ば
デ

マ
ン
ド
値
は
下
げ
ら
れ
る
と
考

え
た
の
で
す
」。
美
人
の
湯
と

し
て
好
評
で
利
用
客
が
増
え
て

い
る
た
め
、
契
約
電
力
と
使
用

電
力
量
は
数
値
的
に
は
増
加
し

て
い
る
。
だ
が
対
策
の
な
か
っ

た
当
時
に
比
べ
十
分
な
成
果
は

あ
る
。
２
０
２
３
年
の
契
約
電

力
は
１
３
５
㌔
㍗
だ
。

最
も
電
力
を
使
う
の
は
源
泉

を
く
み
上
げ
加
熱
す
る
ヒ
ー
ト

ポ
ン
プ
。
そ
の
稼
働
を
調
整
す

る
こ
と
で
電
力
ピ
ー
ク
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
。「
見
え
る
化
」

の
シ
ス
テ
ム
が
警
報
を
発
す
る

と
、
西
さ
ん
は
ま
ず
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ

の
画
面
で
、
瞬
時
と
予
測
の
デ

マ
ン
ド
値
、
さ
ら
に
そ
れ
が
確

定
す
る
ま
で
の
残
り
時
間
を
確

認
す
る
。
そ
の
逼
迫
度
に
応
じ

て
ど
の
ポ
ン
プ
を
ど
の
程
度
の

時
間
止
め
る
か
判
断
し
、
屋
外

の
ポ
ン
プ
調
整
ユ
ニ
ッ
ト
へ
行

っ
て
一
定
時
間
、
該
当
の
ポ
ン

プ
を
止
め
る
。
ど
ん
な
対
策
が

有
効
か
試
行
錯
誤
し
た
結
果
、

少
し
の
時
間
な
ら
入
浴
客
に
影

響
の
な
い
ポ
ン
プ
調
整
に
行
き

着
い
た
と
い
う
。

ス
タ
ッ
フ
の
気
づ
き
で
改
善

で
き
た
取
り
組
み
も
あ
る
。
そ

れ
ま
で
リ
ネ
ン
類
は
チ
ェ
ッ
ク

ア
ウ
ト
後
す
ぐ
回
収
し
洗
濯
・

乾
燥
の
作
業
を
し
て
い
た
が
、

そ
れ
が
ポ
ン
プ
稼
働
と
重
な
り

デ
マ
ン
ド
を
上
げ
る
か
も
し
れ

な
い
と
指
摘
を
受
け
た
。
そ
こ

で
そ
の
作
業
を
21
時
以
降
に
し

た
と
こ
ろ
、
警
報
の
回
数
は
減

っ
た
。
省
エ
ネ
活
動
へ
の
理
解

は
ス
タ
ッ
フ
の
間
に
も
深
く
浸

透
し
て
い
る
よ
う
だ
。

「
最
近
は
１
日
の
使
用
量
設

定
に
対
し
、
50
％
と
80
％
に
達

し
た
と
き
通
知
す
る
機
能
を
活

用
し
て
い
ま
す
。
普
段
よ
り
早

く
設
定
に
達
し
た
日
は
何
が
原

因
な
の
か
把
握
で
き
、
早
め
の

対
応
が
で
き
て
い
ま
す
」

（
２
０
２
３
年
12
月
取
材
）

ヒートポンプの調整で電力ピークを抑制
やどり温泉いやしの湯（指定管理者：ＳＣＲＵＭきのくに 株式会社） https://www.yadorionsen.com/
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０
０
／
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電気の
見える化
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ビジネスマッチング

１
９
９
３
年
設
立
の
株
式
会
社

シ
ス
テ
ッ
ク
は
栃
木
県
足
利
市
で
自

動
車
部
品
製
造
用
機
械
の
設
計
・
製

作
を
手
掛
け
て
い
る
。
顧
客
に
大
手

企
業
を
多
数
抱
え
、
優
良
な
販
路
を

形
成
し
て
い
る
も
の
の
、
後
継
者
問

題
に
悩
ん
で
い
た
。
従
業
員
や
取
引

先
の
た
め
に
も
事
業
継
続
の
道
を
探

ろ
う
と
代
表
取
締
役
の
根
岸
宏
之
さ

ん
は
地
元
地
銀
に
相
談
し
た
。

そ
こ
で
紹
介
さ
れ
た
の
が
同
業
・

同
市
内
の
株
式
会
社
足
利
技
研
だ

っ
た
。
モ
ー
タ
ー
修
理
を
軸
に
１
９

４
５
年
設
立
、
現
在
は
代
表
取
締
役

社
長
・
大
野
和
俊
さ
ん
の
も
と
産
業

用
ロ
ボ
ッ
ト
を
活
用
し
た
シ
ス
テ
ム

の
設
計
・
製
作
か
ら
、
動
作
を
学
習

さ
せ
る
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
ま

で
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
す
る
。

直
接
取
引
は
な
い
が
同
じ
エ
リ
ア

の
同
業
者
で
あ
る
た
め
互
い
の
会
社

は
知
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
安
心
感
も

あ
り
早
い
段
階
で
漠
然
と
描
い
て
い

た
「
い
つ
か
一
緒
に
」
と
い
う
意
思

確
認
は
で
き
た
。
だ
が
と
も
に
初
め

て
の
Ｍ
＆
Ａ
で
、
何
か
ら
着
手
す
れ

ば
よ
い
か
わ
か
ら
ず
、
定
期
的
な
会

合
だ
け
を
続
け
て
い
た
。

転
機
に
な
っ
た
の
は
２
０
２
４
年

夏
。根
岸
さ
ん
の
体
調
悪
化
に
よ
り
、

両
社
と
も
に
「
早
急
に
話
を
進
め
な

け
れ
ば
」
と
危
機
感
を
抱
い
た
。
具

体
的
な
作
業
に
か
か
る
た
め
地
銀
や

Ｍ
＆
Ａ
仲
介
会
社
に
相
談
を
す
る

中
、
大
野
さ
ん
が
日
本
テ
ク
ノ
か
ら

定
期
的
に
届
く
Ｍ
＆
Ａ
に
関
す
る

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
を
思
い
出
し
た
。

足
利
技
研
は
電
気
保
安
で
日
本
テ

ク
ノ
と
長
年
の
付
き
合
い
が
あ
る
。

そ
の
信
頼
感
か
ら
、
仲
介
契
約
を
依

頼
し
た
。
問
い
合
わ
せ
後
、
担
当
の

Ｍ
＆
Ａ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
両
社
か
ら

希
望
条
件
な
ど
を
改
め
て
ヒ
ア
リ
ン

グ
。必
要
な
手
続
き
や
書
類
を
整
え
、

約
２
カ
月
と
い
う
短
期
間
で
成
約
に

至
っ
た
。

「
足
早
な
展
開
で
し
た
が
、
長
年

の
懸
案
を
処
理
で
き
て
安
心
し
ま
し

た
」
と
根
岸
さ
ん
は
語
る
。
自
社
で

製
造
し
た
数
多
く
の
機
械
は
今
も
な

お
海
外
を
含
む
客
先
で
活
躍
し
て
い

る
。
そ
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
円
滑
に

足
利
技
研
に
引
き
継
ぐ
べ
く
、
技
術

日
本
テ
ク
ノ
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
「
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
ｍ

ａ
ｐ
」
に
よ
る
株
式
譲
渡
契
約
が
成
立
し
、
２
０
２
４
年
11
月
、
調
印

式
が
行
わ
れ
た
。
す
で
に
事
業
承
継
の
た
め
の
合
意
形
成
は
調
っ
て
い

た
２
社
が
、
電
気
保
安
で
実
績
が
あ
っ
た
日
本
テ
ク
ノ
に
、
Ｍ
＆
Ａ
に

必
要
な
実
務
を
任
せ
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
成
約
を
遂
げ
た
。

足利技研の大野和俊さん（左）
とシステックの根岸宏之さん。

２０１９年
株式会社 システック
が地元地銀に相談。
株式会社 足利技研を
紹介される

 ～２０２４年夏
両社で株式譲渡に向
けた話し合い

 １０月
両社 仲介サービス登録

 １１月
株式譲渡契約調印式

契約締結までの経緯

M&A
ビジネスマッチング

互いに意識していた同業の存在
漠然と描いていた「いつか一緒になれたら」が現実に

株式会社 システック
代表者◉根岸宏之／事業内容◉自動車部品製造用
機械の設計・製作／所在地◉栃木県足利市／設立
◉１９９３年／従業員数◉７名

株式会社 足利技研
代表者◉大野和俊／事業内容◉産業用ロボットを活
用したシステムの設計・製作／所在地◉栃木県足利
市／設立◉１９４５年／従業員数◉１７名

譲渡側 譲受側
動画で見る
マッチング事例

の
承
継
に
意
欲
を
見
せ
た
。

シ
ス
テ
ッ
ク
で
は
自
動
車
部
品
製

造
用
機
械
の
ほ
か
、
近
年
は
自
動
車

の
ブ
レ
ー
キ
部
品
自
体
の
製
造
も
多

く
請
け
負
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
念
頭

に
大
野
さ
ん
は
「
人
手
不
足
で
産
業

用
ロ
ボ
ッ
ト
は
活
況
で
す
が
、半
面
、

市
場
へ
の
参
入
が
多
く
、
今
後
激
し

い
価
格
競
争
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ

の
分
野
だ
け
で
生
き
残
れ
る
だ
ろ
う

か
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
な
の
で
シ

ス
テ
ッ
ク
の
業
容
を
引
き
継
い
で
、

も
う
１
つ
の
事
業
の
柱
に
し
て
い
く

つ
も
り
で
す
」
と
話
す
。

契
約
調
印
は
２
０
２
４
年
11
月
だ

が
実
際
の
株
式
譲
渡
は
翌
年
３
月
。

根
岸
さ
ん
は
そ
の
後
１
年
間
は
顧
問

と
し
て
と
ど
ま
る
。
技
術
承
継
は
も

ち
ろ
ん
書
類
関
係
の
整
理
、
顧
客
情

報
や
仕
入
れ
、
利
益
な
ど
に
関
す
る

資
料
作
成
を
万
全
に
行
い
憂
い
な
く

経
営
を
引
き
継
ぎ
た
い
考
え
だ
。

今
回
の
Ｍ
＆
Ａ
成
立
の
ポ
イ
ン
ト

は
①
同
業
・
同
市
で
互
い
を
知
っ
て

い
た
②
譲
渡
側
の
良
好
な
財
務
状
況

と
優
良
な
販
路
③
譲
受
側
に
新
た
な

事
業
の
柱
を
も
た
ら
す
期
待
④
仲
介

企
業
へ
の
電
気
保
安
を
通
じ
た
以
前

か
ら
の
信
頼
│
│
な
ど
だ
っ
た
。

（
２
０
２
４
年
11
月
取
材
）

関
東
エ
リ
ア

約
２
カ
月
で
短
期
成
約

株式譲渡

分 割

事業譲渡

合 併

業務提携

※企業情報はいずれも２０２4年１1月時点。

2022年1～11月
▶2024年1～11月

事務長の鈴木利久さん。

代表取締役支配人の西裕生さん。

2022年▶2024年

2022年9月～翌年8月
▶2023年9月～翌年8月

2018年▶2023年

2018年2月～翌年1月
▶2022年2月～翌年1月

▲3.9％

執行役員の山口学さん。

代表取締役社長の髙久直輝さん。

▲5.2％

▲18.3％

▲17.0％

▲5.2％

3.0％ Ｕ
Ｐ

9.2％ Ｕ
Ｐ10.2％ＵＰ

https://www.n-techno.co.jp/case/
https://gift-map.jp/
https://service.n-techno.co.jp/
https://gift-map.jp/matching_case
https://gift-map.jp/matching_case/case28


環境問
題

常識テ
スト

　環境問題や電気に関する知識レベルを楽しみながらチ
ェックできるこのコーナー。出題範囲は本紙前号（80号）
の掲載記事。会社や学校などで下記の設問を使って、環
境常識テストを実施するのもいい。転載大歓迎。環境知
識の向上に役立ててほしい。

〈答えは記事面右下に掲載〉

a
b
c
d

内閣総理大臣
農林水産大臣
国土交通大臣
環境大臣

国立公園は「日本を代表する自然の風
景地」として自然公園法に基づいて指
定される場所。これを指定するのは次
のうちどの大臣？

Question

4

【４面】国立公園を歩く

a
b
c
d

京都議定書
名古屋議定書
モントリオール議定書
パリ協定

１９９７年に開催された国連気候変動枠
組み条約第３回締約国会議（ＣＯＰ３）
で合意された温室効果ガス排出削減
の取り決めは次のうちどれ？

Question

1

【１面】識者コラム 
　　　　展望・課題 最新エネルギー市場

a
b
c
d

ポリ塩化ビフェニル（ＰＣＢ）
有機フッ素化合物（ＰＦＡＳ）
カドミウム
放射性セシウム

ＰＦＯＳとＰＦＯＡは、いずれも（　）の
一種で、健康への懸念などから製造や
輸入が禁止されている物質だ……上の
（　）に入る適切な言葉はどれ？

Question

2

【１面】環境問題を読み解くことば

a
b
c
d

小売電気事業者、一般電気事業者
特定電気事業者、一般送配電事業者
小売電気事業者、一般送配電事業者
小売電気事業者、卸電気事業者

現在の電気事業法による電気事業者７
区分のうち５つは送電事業者、配電事業
者、特定送配電事業者、発電事業者、特
定卸供給事業者。残りの２つはどれ？

Question

3

【２面】▶ 関連用語◀ もっと知る電力リテラシー

※
内
容
に
は
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
ま
す
が
、
転
載
利
用
な
ど
運
用
の
際
の
責
任
は

小
紙
で
は
負
い
か
ね
ま
す
。
自
己
責
任
の
も
と
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

前号
出典記事

前号
出典記事

前号
出典記事

前号
出典記事

「環境問題常識テスト」の答え ◎ Ｑ１：a ／ Ｑ２：b ／ Ｑ３：c ／ Ｑ４：d

化
物
で
も
県
外
へ
の
持
ち
出
し
が
禁

止
さ
れ
て
い
る
の
で
沖
縄
県
内
で
し

か
つ
く
れ
な
い
逸
品
に
な
る
。

こ
の
独
自
焙
煎
で
提
供
す
る
の
は

３
種
。
ま
ず
、
沖
縄
方
言
で
美
し
い

を
意
味
す
る
「
ち
ゅ
ら
」
は
、
ブ
ラ

ジ
ル
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
を
ベ
ー
ス
に
口

当
た
り
が
マ
イ
ル
ド
で
や
さ
し
く
飲

み
や
す
い
テ
イ
ス
ト
。
同
じ
く
強
い

と
い
う
意
味
が
あ
る「
ち
ゅ
〜
ば
〜
」

は
ブ
ラ
ジ
ル
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
を
ベ
ー

ス
に
し
た
深
煎
り
の
ス
ト
ロ
ン
グ
な

苦
み
が
楽
し
め
る
。
上
等
と
い
う
言

葉
を
も
じ
っ
た
「
じ
ょ
〜
と
〜
」
は

エ
メ
ラ
ル
ド
マ
ウ
ン
テ
ン
を
使
用
し

た
高
級
感
あ
る
コ
ク
と
香
り
が
特
徴

だ
。
い
ず
れ
も
袋
入
り
タ
イ
プ
の
ほ

か
に
１
杯
分
ず
つ
小
分
け
に
し
た
ド

リ
ッ
プ
パ
ッ
ク
タ
イ
プ
も
あ
る
。

店
舗
で
は
コ
ー
ヒ
ー
豆
以
外
に
も

ミ
ル
、ポ
ッ
ト
、サ
ー
バ
ー
と
い
っ
た

道
具
を
実
際
に
手
に
取
り
確
か
め
た

う
え
で
購
入
で
き
る
ほ
か
、
テ
イ
ク

ア
ウ
ト
用
の
入
れ
た
て
コ
ー
ヒ
ー
も

販
売
し
て
い
る
。
ア
イ
ス
コ
ー
ヒ
ー

は
薄
ま
ら
な
い
よ
う
コ
ー
ヒ
ー
を
凍

ら
せ
て
つ
く
っ
た
氷
が
使
わ
れ
て
い

て
夏
の
沖
縄
旅
行
に
は
最
適
だ
。
豊

見
城
は
那
覇
空
港
か
ら
も
ほ
ど
近

く
、
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
ｓ
ｔ
ｒ
ｅ
ｅ
ｔ
に
掲

載
し
て
い
な
い
ア
イ
ス
ブ
レ
ン
ド
や

季
節
の
ブ
レ
ン
ド
も
揃
っ
て
い
る
。

沖
縄
県
豊
見
城
市
で
コ
ー
ヒ
ー
豆

の
販
売
を
メ
イ
ン
に
事
業
を
展
開
す

る
沖
縄
上
島
珈
琲
株
式
会
社
。
設

立
は
１
９
７
０
年
だ
が
、
創
業
は
初

代
社
長
の
父
親
が
開
い
た
生
活
雑
貨

を
扱
う
個
人
商
店
に
さ
か
の
ぼ
る
。

そ
う
し
た
店
は
沖
縄
方
言
で
「
ま
ち

ゃ
ぐ
ぁ
ー
」
と
呼
ば
れ
、
南
大
東
島

で
始
め
た
商
店
は
島
民
の
生
活
を
支

え
る
も
の
だ
っ
た
。
そ
こ
で
扱
う
日

用
品
の
中
に
コ
ー
ヒ
ー
が
あ
り
、
そ

の
分
野
を
独
立
さ
せ
た
の
が
今
の
事

業
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

そ
れ
か
ら
50
年
余
り
、
現
在
取
り

扱
う
種
類
は
生
豆
だ
け
で
も
20
種
類

以
上
に
な
る
。
世
界
各
地
か
ら
仕
入

れ
た
豆
を
店
舗
に
併
設
し
た
工
場
で

焙
煎
、
ブ
レ
ン
ド
す
る
。
定
番
商
品

だ
け
で
な
く
、
四
季
に
合
わ
せ
て
販

売
す
る
季
節
の
ブ
レ
ン
ド
は
毎
年
配

合
を
変
え
る
。

現
在
会
社
を
取
り
仕
切
る
の
は
３

代
目
の
与
儀
喜
太
朗
さ
ん
。
提
供
す

る
商
品
は
地
元
の
人
に
親
し
ま
れ
人

気
を
集
め
て
い
る
が
、「
本
当
に
あ

り
が
た
い
こ
と
で
す
。
た
だ
、
お
客

様
の
ほ
と
ん
ど
が
県
内
の
方
な
の
で

Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
ｓ
ｔ
ｒ
ｅ
ｅ
ｔ
の
出
品

を
機
に
全
国
的
な
広
が
り
も
期
待
し

て
い
ま
す
。
当
社
の
コ
ー
ヒ
ー
を
知

っ
て
も
ら
い
、
そ
し
て
沖
縄
を
訪
れ

た
際
は
店
舗
に
寄
っ
て
い
た
だ
け
た

ら
う
れ
し
い
で
す
」
と
話
す
。

Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
ｓ
ｔ
ｒ
ｅ
ｅ
ｔ
へ
の

出
品
は
「
琉
球
珊
瑚
珈
琲
」。
風
化

し
た
サ
ン
ゴ
を
熱
し
て
そ
の
熱
で
豆

を
焙
煎
す
る
。
ま
ろ
や
か
な
味
わ
い

を
出
せ
る
方
法
だ
が
、
サ
ン
ゴ
は
風

暮らしに役立つエコな知恵やアイデアも募集しています。アイデアが掲
載された方には特製ノベルティを、さらにご応募いただいた方の中から
抽選でオリジナル賞品をプレゼント！ 投稿内容は選考のうえ、本紙また
はウェブサイトにてご紹介させていただきます。応募方法〈ハガキ〉ご住
所とお名前を明記のうえ、日本テクノ「おばあちゃんの知恵袋」係までお
送りください。〈WEB〉上記ウェブサイトにて応募フォームに必要事項を
入力のうえ、ご応募ください。

暮らしに役立つメルマガ配信中！！
おばあちゃんの知恵袋サイトはエコクッキングレシピやお掃除法、
エコグッズのつくり方など、エコな生活の知恵が盛りだくさん！ サ
イトでは、読者限定のコラムやサイト更新案内など、楽しい雑学
や豆知識が満載のメールマガジンを発行しています。ぜひご登録
ください。お申し込みは下記のサイトから受け付けています。

体の中から暑さ対策

今
回
は
食
べ
物
で
体
の
中
か

ら
涼
し
く
な
る
暑
さ
対
策
を
紹

介
し
ま
し
ょ
う
。

ト
マ
ト
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ナ
ス

な
ど
今
が
旬
の
夏
野
菜
に
は
体

温
を
下
げ
て
く
れ
る
効
果
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
水
分
を
多

く
含
み
、
利
尿
作
用
が
あ
る
カ

リ
ウ
ム
が
豊
富
な
の
で
、
体
の

中
か
ら
水
分
を
排
出
し
一
緒
に

熱
も
出
し
て
く
れ
る
の
で
す
。

カ
リ
ウ
ム
は
水
溶
性
の
た
め

茹
で
た
り
水
に
つ
け
す
ぎ
た
り

す
る
と
流
れ
出
て
し
ま
い
ま

す
。生
の
ま
ま
食
べ
る
か
、ス
ー

プ
な
ど
に
し
て
残
さ
ず
い
た
だ

く
こ
と
が
多
く
摂
取
す
る
ポ
イ

ン
ト
で
す
。
ほ
か
に
も
、
ほ
う

れ
ん
草
や
ニ
ラ
な
ど
の
葉
野

菜
、
里
芋
・
と
ろ
ろ
芋
、
海
藻

な
ど
に
も
カ
リ
ウ
ム
は
多
く
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
と
は
い
え
１

つ
の
食
材
に
偏
ら
ず
さ
ま
ざ
ま

な
栄
養
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
と
っ

て
く
だ
さ
い
ね
。

続
い
て
暑
い
夏
を
乗
り
切
る

た
め
各
地
の
歴
史
や
風
土
を
生

か
し
て
つ
く
ら
れ
て
き
た
郷
土

料
理
も
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
ま
ず
思
い

浮
か
ん
だ
の
は
「
冷
や
汁
」。

山
形
県
に
伝
わ
る
も
の
は
ホ

タ
テ
や
シ
イ
タ
ケ
の
出
汁
に
野

菜
や
里
芋
な
ど
を
入
れ
て
煮
込

み
、
そ
れ
を
冷
や
し
て
い
た
だ

く
そ
う
。
九
州
の
宮
崎
県
で
は

キ
ュ
ウ
リ
や
ミ
ョ
ウ
ガ
、
シ
ソ

な
ど
を
薄
く
切
り
、
味
噌
ベ
ー

ス
の
調
味
料
と
混
ぜ
た
も
の

を
、
さ
っ
と
水
洗
い
し
た
ご
飯

に
か
け
て
食
べ
る
よ
う
で
す
。

ど
ち
ら
も
食
欲
が
な
い
と
き
で

も
食
べ
や
す
そ
う
で
す
ね
。

ま
た
新
潟
県
に
伝
わ
る
「
ふ

か
し
な
す
」
は
ナ
ス
を
蒸
し
た

も
の
。
蒸
す
こ
と
で
身
が
ト
ロ

リ
と
し
て
甘
み
が
出
ま
す
。
冷

蔵
庫
で
よ
く
冷
や
し
、
シ
ョ
ウ

ガ
醤
油
や
ポ
ン
酢
で
い
た
だ
き

ま
す
。
蒸
す
の
が
面
倒
な
と
き

は
、
軽
く
ラ
ッ
プ
を
し
て
電
子

レ
ン
ジ
で
加
熱
し
て
も
同
じ
よ

う
に
お
い
し
く
な
り
ま
す
よ
。

そ
し
て
忘
れ
て
は
い
け
な
い

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
お
す
す
め
は

今
や
全
国
区
に
な
っ
た
沖
縄

の
「
ゴ
ー
ヤ
チ
ャ
ン
プ
ル
ー
」。

ゴ
ー
ヤ
も
カ
リ
ウ
ム
が
豊
富
で

一
緒
に
炒
め
る
豆
腐
に
は
水
分

が
た
っ
ぷ
り
含
ま
れ
て
い
る
か

ら
合
わ
せ
て
食
べ
れ
ば
相
乗
効

果
が
生
ま
れ
ま
す
。
苦
味
が
口

に
合
わ
な
い
人
は
油
を
少
し
多

め
に
し
て
ゴ
ー
ヤ
を
し
っ
か
り

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
す
る
と
い
い
で

し
ょ
う
。
鰹
節
な
ど
と
合
わ
せ

て
も
味
が
ま
ろ
や
か
に
な
り
ま

す
よ
。

https://econews.jp/idea2/
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【
こ
ん
な
投
稿
を
い
た
だ
き
ま
し
た
】

県
外
で
は
出
せ
な
い
沖
縄
の
味

琉球珊瑚珈琲
沖縄上島珈琲 株式会社

クルクミンが疾病予防の効果

夏
の
暑
い
時
季
に
人
気
が
高
ま
る

献
立
の
１
つ
に
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
が
あ

り
ま
す
。
数
年
前
、
大
人
か
ら
子
ど

も
ま
で
広
く
食
べ
ら
れ
て
い
る
こ
の

料
理
に
、
心
身
の
不
調
を
防
ぐ
作
用

が
あ
る
と
の
論
文
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
18
歳
以
上
の
１
万
７
６
２
５
人

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、
病
歴
、
家
族

歴
、
食
品
消
費
な
ど
に
関
す
る
デ
ー

タ
を
集
め
分
析
し
た
も
の
で
す
。
今

回
は
、
そ
の
内
容
を
中
心
に
カ
レ
ー

ラ
イ
ス
が
持
つ
心
身
の
健
康
増
進
効

果
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

発
表
し
た
の
は
韓
国
・
順
天
大
学

校
の
研
究
者
ら
。
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
の

消
費
量
と
特
定
の
疾
患
と
の
関
連
を

調
べ
て
い
ま
す
。結
論
か
ら
い
う
と
、

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
定
期
的
に
食
べ
る

人
は
、
ほ
と
ん
ど
食
べ
な
い
人
に
比

べ
て
、
う
つ
病
、
２
型
糖
尿
病
、
高

血
圧
の
リ
ス
ク
が
有
意
に
低
い
と
い

う
結
果
が
出
た
の
で
す
。

う
つ
病
や
生
活
習
慣
病
の
予
防
に

つ
な
が
る
効
果
は
、
カ
レ
ー
に
含
ま

れ
る
「
ク
ル
ク
ミ
ン
」
と
い
う
ポ
リ

フ
ェ
ノ
ー
ル
を
摂
取
す
る
こ
と
で
も

た
ら
さ
れ
る
よ
う
で
す
。
ク
ル
ク
ミ

ン
は
、
ド
リ
ン
ク
剤
な
ど
で
市
販
さ

「
ク
ミ
ン
」
と
は
名
前
は
似
て
い
ま

す
が
別
の
も
の
で
す
。

疾
患
予
防
以
外
で
は
、
カ
レ
ー
を

食
べ
た
後
に
Ｉ
Ｑ
が
７
上
昇
し
た
と

い
う
研
究
結
果
も
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
生
活
習
慣
病
や
メ
ン
タ
ル
不
調

の
予
防
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な

働
き
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

さ
ら
に
カ
レ
ー
に
は
多
種
の
ス
パ
イ

ス
が
使
わ
れ
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が

持
つ
胃
腸
の
機
能
改
善
、食
欲
増
進
、

疲
労
緩
和
な
ど
幅
広
い
効
能
も
期
待

で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
ウ
コ
ン
を
と
り
す
ぎ
る

と
肝
臓
に
負
担
が
か
か
る
の
で
、
ウ

コ
ン
由
来
の
サ
プ
リ
メ
ン
ト
と
カ

レ
ー
が
重
な
ら
な
い
よ
う
に
、
ま
た

カ
レ
ー
自
体
も
食
べ
過
ぎ
に
は
注
意

で
す
。暑
さ
に
負
け
な
い
た
め
に
も
、

バ
ラ
ン
ス
よ
く
栄
養
を
と
り
心
身
の

健
康
を
増
進
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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《第25回》

れ
て
い
る
ウ
コ
ン
に
含
ま
れ
る
栄
養

素
。
お
酒
を
飲
む
と
き
、
肝
臓
の
機

能
を
高
め
る
目
的
で
飲
む
人
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
カ

レ
ー
に
合
わ
せ
る
黄
色
い
ご
飯
も
、

ウ
コ
ン
を
乾
燥
さ
せ
て
つ
く
っ
た

タ
ー
メ
リ
ッ
ク
で
色
づ
け
さ
れ
て
い

ま
す
。
な
じ
み
が
な
い
よ
う
で
、
実

は
身
近
な
栄
養
素
な
の
で
す
。
な
お

カ
レ
ー
に
よ
く
使
わ
れ
る
ス
パ
イ
ス

食べ物でこころも元気に〈３〉

カ
レ
ー
で
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

正解者の中から抽選で 30名の方に「特製ワークグローブ（左右１組）」をプレゼントいたします。ご
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特製ワークグローブ プレゼント

タテのカギ、ヨコのカギをヒントにマスを埋めていきます。水色の二重囲みマスに入る４文字を組
み合わせ電気事業に関連する言葉をつくります。その言葉が解答です。
〈ヒント〉天然ガスや石油などを燃やして電気をつくること。「○○○○発電」。

① 君はイチゴ、私は練乳。急いで食べ
ると頭が痛くなるから気をつけて。

② 電子マネーを使うから○○○ンの
小銭をもらうことが減ったよ。

③ 地球の表面は、海が約７割で○○
が約３割なんだって。

⑤ スイカやメロンは○○科の植物。
⑥ シラス干しで食べるあの小さな魚
が大きくなったらこれになる。漢字
で書くと「鰯」。

⑨ 落としても、すぐに拾えば大丈夫な
んだって。「３○○ウルール」。

タ
テ
の
カ
ギ

① あれ？ ナメクジが貝殻を背負っ
ているよ。

④ 一般に○○○○樹脂のことをプラ
スチックと呼んでいます。

⑦ ○○姫はこと座の１等星「ベガ」、彦
星はわし座の１等星「アルタイル」。

⑧ 茶道では○○とサビの精神が大切
にされます。

⑩ 大相撲の夏○○○は７月や８月じ
ゃなくて５月の開催なんだね。

ヨ
コ
の
カ
ギ

① ② ③

④

⑨⑦

⑥⑤

⑧

⑩

夏
バ
テ
対
策
に
は
梅
干
し
を

食
べ
る
と
よ
い
と
私
の
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
が
教
え
て
く
れ
ま

し
た
！

ク
エ
ン
酸
の
疲
労

回
復
効
果
な
ど
で
夏
も
元
気

に
過
ご
し
て
い
ま
す
！

＠
あ
お
は
さ
ん

30名様

抽選で

「おばあちゃん
の知恵袋」ロゴ
が入った特製ワ
ークグローブ。
家庭菜園での作
業などに最適で
す。左右１組を
３０名様に（サ
イズはM・L の
２種類）。

ギフトストリートの逸品

　ＧＩＦＴ ｓｔｒｅｅｔ（ギフトストリート）は日本テク
ノのお客様向けサービス。同社発行のＧＩＦＴポイ
ントに応じ、サイト内の商品（ギフト）と交換で
きる。ここではサイト掲載中のギフトから、こだ
わりの「逸品」を提供企業とともに紹介していく。
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（ 8 ）環 境 市 場 新 聞 ２０２５年 （令和７年） 夏季　第 81号　【季刊】

https://www.gift-street.com/special-contents/souryokushuzai/index.html
https://www.gift-street.com/products/list?category_id=&name=%E6%B2%96%E7%B8%84%E4%B8%8A%E5%B3%B6%E7%8F%88%E7%90%B2%E6%A0%AA%E5%BC%8F%E4%BC%9A%E7%A4%BE
https://econews.jp/idea2/post/
https://econews.jp/idea2/food/12124/
https://econews.jp/article/column/kokoro/
https://econews.jp/newspaper2/crossword/
https://econews.jp/newspaper2/crossword/
https://econews.jp/article/learn/test/
https://econews.jp/idea2/
https://ntechno.official.ec/
https://www.n-techno.co.jp/calendar_campaign/



